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平成１９年第１回

柳泉園組合議会定例会会議録

平成１９年２月２７日 開会

議事日程

１ 仮議席の指定

２ 選挙第１号 議長の選挙

３ 指定第１号 議席の指定

４ 会期の決定

５ 会議録署名議員の指名

６ 選任第１号 廃棄物等処理問題特別委員会委員の選任

７ 諸般の報告

８ 施政方針

９ 行政報告

１０ 議案第１号 柳泉園組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の専決処分に

ついて

１１ 議案第２号 柳泉園組合助役の給与に関する条例の一部を改正する条例

１２ 議案第３号 柳泉園組合退職手当支給条例の一部を改正する条例

１３ 議案第４号 東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約の改正について

１４ 議案第５号 平成１８年度柳泉園組合一般会計補正予算

１５ 議案第６号 平成１９年度柳泉園組合経費の負担金について

１６ 議案第７号 平成１９年度柳泉園組合一般会計予算

１ 出席議員

１番 並 木 克 巳 ２番 白 石 玲 子

３番 上 田 芳 裕 ４番 板 垣 洋 子

５番 小 峰 和 美 ６番 相 馬 和 弘

７番 西 畑 春 政 ８番 小 野 幸 子

９番 粕 谷 いさむ
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２ 関係者の出席

管 理 者 野 崎 重 弥

副 管 理 者 星 野 繁

副 管 理 者 坂 口 光 治

助 役 森 田 浩

収 入 役 石 津 省 次

東久留米市環境部長 小 山 満

西東京市環境防災部長 斎 藤 静 男

清瀬市市民生活部長 金 子 宗 助

３ 事務局・書記の出席

総務課長 大 野 常 雄

施設管理課長 蛭 田 義 一

技術課長 櫻 井 茂 伸

技術課主幹 田 春 政 雄

資源推進課長 涌 井 敬 太

書記 山 田 邦 彦

書記 米 持 譲

書記 本 間 尚 介

午前１０時００分 開会

○副議長（上田芳裕） 定足数に達しておりますので、ただいまより平成１９年第１回柳

泉園組合議会定例会を開きます。

地方自治法第１２１条の規定により、管理者をはじめ関係者の出席を求めております。

○副議長（上田芳裕） 「日程第１、仮議席の指定」を行います。

仮議席はただいま御着席の議席といたします。

○副議長（上田芳裕） 「日程第２、選挙第１号、議長の選挙」を行います。

お諮りいたします。選挙の方法につきましては地方自治法第１１８条第２項の規定によ
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り、指名推選によって行いたいと思います。これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○副議長（上田芳裕） 御異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選によるこ

とに決しました。

お諮りいたします。指名の方法につきましては代表委員にて指名することにいたしたい

と思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○副議長（上田芳裕） 御異議なしと認めます。よって、東久留米市の代表委員でありま

す並木克巳議員にお願いをいたします。

○１番（並木克巳） それでは、御指名をさせていただきます。

議長に西東京市選出の相馬和弘議員を御指名いたします。よろしくお願いいたします。

○副議長（上田芳裕） お諮りいたします。ただいま代表委員において指名いたしました

相馬和弘議員を議長の当選人と定めることに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○副議長（上田芳裕） 御異議なしと認めます。よって、ただいま御指名いたしました相

馬和弘議員が議長に当選いたしました。

ここで会議規則第３１条第２項の規定により告知をいたします。

それでは、議事進行交代いたしまして相馬議長にお願いをいたします。よろしくお願い

いたします。

○議長（相馬和弘） それでは、ただいま満場一致で議長に御選挙いただきました西東京

市選出市議会議員の相馬和弘でございます。

就任に当たりまして一言ごあいさつを申し上げます。

西東京市の場合、合併した関係もございまして、昨年１２月末に市議会議員選挙が行わ

れ、市議会が改選されました。それを受けまして２月の臨時議会で新しく３名の柳泉園組

合議員が選出されたところでございます。私は引き続きということになりますけれども、

大変、今、中間処理施設の柳泉園組合としては、各構成市、いろんな容器リサイクル法の

取り組みや有料化等々、また、減量化の問題など一生懸命取り組んでいるところだと思い

ますけれども、組合議会としてもこれから環境循環型の社会に向けて一生懸命取り組んで

いきたい、また、活発な御議論をお願いしたいと思います。また、議事運営に当たりまし

ては中立公平な立場で貫いてやっていきたいと考えております。

３



とは申し上げましても、今回限りの議長でございますので、また４月にそれぞれ清瀬市、

東久留米市と改選されることになりますけれども、またその中で、以降新しい議会の人事

ということになるかと思いますが、本日は第１回定例会でございますけれども、御協力の

ほどよろしくお願いを申し上げます。

それでは、次第に従いまして進めてまいります。

○議長（相馬和弘） 「日程第３、指定第１号、議席の指定」を議題といたします。

議席は会議規則第３条第１項の規定により、議長において指定をいたします。

議員各位の氏名と議席の番号を職員に朗読させます。

○総務課長（大野常雄） 議席の指定を申し上げます。

４番、板垣洋子議員、５番、小峰和美議員、６番、相馬和弘議員。

○議長（相馬和弘） ただいま朗読したとおり議席を指定いたしました。

ここで、昨年末に西東京市におきまして市議会議員選挙が行われ、本日、柳泉園組合議

会議員として新たに選任された皆様が御出席をされております。初対面の方も少なくない

と思いますので、議員各位のごあいさつを１番の並木議員から順次お願いいたします。

○１番（並木克巳） おはようございます。東久留米市議会から選出されております並木

克巳と申します。会派は自民・市民クラブでございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。

○２番（白石玲子） おはようございます。私は東久留米市議会から選出されております

白石玲子と申します。会派は民主・市民ネットワークでございます。どうぞよろしくお願

いいたします。

○３番（上田芳裕） 続きまして、３番の上田芳裕と申します。市議会公明党の幹事長を

しております。よろしくお願いします。

○４番（板垣洋子） 初めまして。西東京市議会から選出されました生活者ネットワーク

の板垣洋子と申します。新人でございますので、何分にもふなれで、また、わからないこ

とが多く御迷惑かけると思いますけれども、誠心誠意努めてまいりますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。

○５番（小峰和美） 皆さん、初めまして。西東京市市議会議員の小峰和美です。所属は

西東京市自民党・無所属です。過去に２期、ここでお邪魔させていただきましたが、また

これから皆様方と御協力して、よりよい議会運営に努めてまいりたいと思います。よろし
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くお願いします。

○７番（西畑春政） おはようございます。清瀬市議会選出の西畑春政でございます。公

明党でございます。よろしくお願いいたします。

○８番（小野幸子） 清瀬市議会選出の小野幸子です。会派は日本共産党です。よろしく

どうぞ。

○９番（粕谷いさむ） 清瀬市議会の粕谷でございます。おはようございます。今まで民

主クラブと言っていたんですけれども、名前を変えまして清瀬自民クラブということにな

りました。よろしくお願いいたします。

○議長（相馬和弘） どうもありがとうございました。

○議長（相馬和弘） それでは、続きまして、「日程第４、会期の決定」を議題といたし

ます。

このことについて、２月２０日に代表者会議が開催されておりますので、当日御出席い

ただきました並木克巳代表委員に報告を求めます。

○１番（並木克巳） 改めましておはようございます。去る２月２０日代表者会議が開催

され、平成１９年第１回柳泉園組合議会定例会について協議しておりますので、御報告申

し上げます。

平成１９年第１回柳泉園組合議会定例会の会期につきましては、２月２７日、本日１日

限りといたします。

また、本日の日程としましては、お手元に既に御配付のとおりであります。

まず、「日程第６、選任第１号、廃棄物等処理問題特別委員会委員の選任」についてを

行います。

次に、「日程第７、諸般の報告」は、書面配付をもって報告といたします。

次に、「日程第８、施政方針」及び「日程第９、行政報告」を続けて行い、質疑は行政

報告の終了後に一括してお受けいたします。

次に、議案審議に入り、「日程第１０、議案第１号、柳泉園組合職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例の専決処分について」を上程し、採決いたします。

次に、「日程第１１、議案第２号、柳泉園組合助役の給与に関する条例の一部を改正す

る条例」を上程し、採決いたします。

次に、「日程第１２、議案第３号、柳泉園組合退職手当支給条例の一部を改正する条

５



例」を上程し、採決いたします。

次に、「日程第１３、議案第４号、東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約の改

正について」を上程し、採決いたします。

次に、「日程第１４、議案第５号、平成１８年度柳泉園組合一般会計補正予算」を上程

し、採決いたします。

最後に、「日程第１５、議案第６号、平成１９年度柳泉園組合経費の負担金について」、

「日程第１６、議案第７号、平成１９年度柳泉園組合一般会計予算」は関連がございます

ので、一括上程し、個々に採決いたします。

以上で本日予定された日程がすべて終了となり、第１回定例会を閉会いたします。

以上が代表者会議の決定事項でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（相馬和弘） 報告は終わりました。

これより質疑に入ります。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（相馬和弘） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。今定例会の会期は、代表委員の報告のとおり本日１日とし、日程表

のとおりといたしたいと思います。これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（相馬和弘） 御異議なしと認めます。よって、会期は本日１日とし、日程表のと

おりとすることに決しました。

○議長（相馬和弘） 「日程第５、会議録署名議員の指名」を行います。

会議録署名議員は、会議規則第９２条の規定により、議長において次の両君を指名いた

します。

第３番、上田芳裕議員、第４番、板垣洋子議員、以上のお二方にお願いをいたします。

○議長（相馬和弘） 「日程第６、選任第１号、廃棄物等処理問題特別委員会委員の選

任」を議題といたします。

お諮りいたします。廃棄物等処理問題特別委員会委員の選任につきましては、柳泉園組

合特別委員会条例第３条の規定により、議長において指名したいと思います。これに御異

議ございませんか。
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（相馬和弘） 御異議なしと認めます。よって、議長において指名をいたします。

板垣洋子議員、小峰和美議員、相馬和弘議員、以上３名の議員を新たに廃棄物等処理問

題特別委員会委員に選任いたしたいと思います。これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（相馬和弘） 御異議なしと認めます。よって、以上の諸君を廃棄物等処理問題特

別委員会委員に選任することに決しました。

ここで職員をして議席番号表、特別職及び議員名簿、特別委員会委員名簿を配付させま

す。

〔資料配付〕

○議長（相馬和弘） ここで助役より特別職及び職員等の紹介をいたします。

○助役（森田浩） おはようございます。それでは、議長の御指名でございますので、私

から紹介させていただきます。

まず初めに、柳泉園組合管理者、野崎重弥東久留米市長でございます。

○管理者（野崎重弥） 野崎でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

○助役（森田浩） 次に、副管理者、星野繁清瀬市長でございます。

○副管理者（星野繁） おはようございます。星野でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。

○助役（森田浩） 同じく副管理者、坂口光治西東京市長でございます。

○副管理者（坂口光治） おはようございます。坂口光治です。どうぞよろしくお願い申

し上げます。

○助役（森田浩） 続きまして、石津省次収入役でございます。

○収入役（石津省次） おはようございます。よろしくお願いします。

○助役（森田浩） 続きまして、関係市の担当部長を紹介させていただきます。

清瀬市の金子宗助市民生活部長でございます。

○清瀬市市民生活部長（金子宗助） 金子でございます。よろしくお願いいたします。

○助役（森田浩） 東久留米市の小山満環境部長でございます。

○東久留米市環境部長（小山満） おはようございます。小山です。よろしくお願いいた

します。

○助役（森田浩） 西東京市の斎藤静男環境防災部長でございます。
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○西東京市環境防災部長（斎藤静男） 西東京市の斎藤です。よろしくお願いいたします。

○助役（森田浩） 次に、組合の職員を紹介させていただきます。

総務課長の大野でございます。

○総務課長（大野常雄） 大野でございます。よろしくお願いいたします。

○助役（森田浩） 施設管理課長の蛭田でございます。

○施設管理課長（蛭田義一） 蛭田でございます。よろしくお願いいたします。

○助役（森田浩） 技術課長の櫻井でございます。

○技術課長（櫻井茂伸） 櫻井です。よろしくお願いいたします。

○助役（森田浩） 技術課主幹の田春でございます。

○技術課主幹（田春政雄） 田春です。よろしくお願いします。

○助役（森田浩） 資源推進課長の涌井でございます。

○資源推進課長（涌井敬太） 涌井です。よろしくお願いします。

○助役（森田浩） 最後になりましたが、私、助役の森田と申します。どうぞよろしくお

願い申し上げます。

以上で紹介を終わりといたします。

○議長（相馬和弘） 以上で特別職等の紹介を終わります。ありがとうございました。

○議長（相馬和弘） 「日程第７、諸般の報告」を行います。

諸般の報告に関しましては、お手元に御配付いたしております書類に記載のとおりでご

ざいます。よろしくお願いをいたします。

○議長（相馬和弘） 「日程第８、施政方針」及び「日程第９、行政報告」を続けて行い

ます。

なお、質疑につきましては、行政報告が終了した後、一括してお受けをいたします。

まず、施政方針を行います。

○管理者（野崎重弥） おはようございます。本日、平成１９年柳泉園組合議会第１回定

例会の開催に当たりまして、施政方針を申し上げる前に一言ごあいさつを申し上げさせて

いただきます。

各市とも第１回定例会の開催を控えましてそれぞれお忙しい中、議員の皆様におかれま

しては本日の定例会に御出席をいただきまして大変ありがとうございます。本年度におき
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ましても議会の皆様方の御理解と御協力を賜りまして柳泉園組合事業の円滑な推進、諸課

題に全力を挙げてまいるつもりでございますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

なお、本日の定例会におきましては、御案内のとおり、専決処分の御報告を初め条例並

びに平成１９年度の予算案など、７件の議案を御提案申し上げさせていただいております。

御審議を賜りますよう重ねてお願い申し上げる次第でございます。

続きまして、施政方針を申し上げさせていただきます。

平成１９年第１回柳泉園組合議会定例会に当たり、柳泉園組合の主な課題とその対応及

び平成１９年度事業運営に対する基本的な考え方を申し上げ、柳泉園組合議会並びに関係

市の市民の皆様の御理解と御協力をお願い申し上げるものでございます。

まず、事業運営の基本方針について申し上げます。

近年、環境行政をめぐる状況は、廃棄物の処理から循環型社会の構築へと大きく変わっ

てきております。当組合といたしましても関係市との連携を図りながら、ごみ減量、資源

化など社会背景の変化等を十分に把握した上で、着実に変革を進めていかなければならな

いと考えております。

このような状況において当組合として解決すべき課題と、その対応がございます。

初めに、容器包装リサイクル法の対象となります「その他プラスチック」の資源化につ

いて申し上げます。

昨年１０月から清瀬市及び東久留米市において分別収集及び資源化が開始され、本年度

は西東京市において「その他プラスチック」の分別収集及び資源化を開始することにより、

本年度は不燃ごみ等の搬入量を平成１７年度実績に比較して３，４４１トン、２５．２％減を

見込んでおります。このことにより、クリーンポートにおける不燃ごみ中の可燃物等の焼

却量及び最終処分場への焼却残渣量が減り、不燃ごみとして集められてきたシャンプー容

器、洗剤容器等も関係市でその他プラスチックとして集められ、当組合で再利用の一環と

して固形燃料化してきた硬質系プラスチック類量も減っております。また、クリーンポー

トの発電量減を考慮しても「その他プラスチック」の資源化は当組合の経費削減等に貢献

するものと考えております。

なお、平成１９年度当初予算において、既に資源化を進めております清瀬市及び東久留

米市の負担金に資源化により減少した不燃ごみ等の分を反映するべく検討を行いましたが、

本年度は現行の負担方法に基づき算出し、平成１８年度の減量効果は平成２０年度におい

て反映させてまいります。
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次に、多摩地域ごみ処理広域支援について申し上げます。

本年１月に小金井市長より、小金井市と国分寺市の新ごみ処理施設稼動までの可燃ごみ

処理の広域支援の要請がございました。要請の期間は平成１９年４月から平成２９年３月

末までの１０年間、支援要請量につきましては平成１９年度約５００トンでございます。

小金井市と受け入れについて検討してまいりましたが、平成１９年４月から平成２０年３

月末までの可燃ごみ処理量約５００トンにつきましては、クリーンポートの定期点検等を

考慮の上、処理可能と判断しているところでございますが、受け入れ期間につきましては

今後の当組合のごみ処理量及び小金井市と国分寺市との状況等を勘案し、平成１９年度の

１年間について受託を考えております。

次に、事業執行の適正化・効率化について申し上げます。

関係市においては、国から地方への税源移譲、地方交付税の見直し等により、財政運営

は極めて厳しい状況下にあります。このため、当組合の施設運営に当たっては、関係市が

極めて厳しい財政状況であることを念頭に置いて、日常業務の見直しをさらに進め、工事

等における入札時の予定価格の事前公表を実施し、経費の節減に努めてまいります。

次に、関係市との人事交流について申し上げます。

当組合が事業を円滑に進める上で、関係市と意思の疎通を図ることは極めて重要であり、

平成１０年度から関係市との人事交流を行ってまいりました。平成１８年度をもって西東

京市との人事交流の期限が終了となりますので、平成１９年度より３年間、改めて西東京

市との人事交流を行ってまいります。このような人事交流を今後も続けることによりまし

て、所期の目的であった当組合職員の能力や資質の向上にも大きな意義があるものと考え

ております。

次に、人事管理について申し上げます。

今後の人件費の抑制、職務職階制に基づく適正な人事管理を進めるため、現行の特殊勤

務手当の見直しとともに、既に関係市において実施されている職務職階制に基づく給料表

等に準拠した給与制度の改正に努めてまいります。

なお、ここ数年にわたる団塊世代の定年退職後の欠員に対応するため、ごみ処理施設の

クリーンポート運転業務において派遣職員を充てており、本年度も引き続き焼却炉の運転

管理は組合職員及び派遣職員で対応してまいります。

次に、本年度の予算編成について申し上げます。

予算編成に当たりましては、関係市の財政事情が極めて厳しいことを踏まえ、歳入にお
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ける使用料及び手数料については、平成１７年度の決算額をもとに精査した上で計上いた

しました。歳出においては、ごみ処理施設等の維持管理に係る経費については、基本的に

前年度の契約額を精査した上で計上しております。このことにより関係市の負担金は昨年

度と比べ２億１，９３６万９，０００円、１０．０％減となっております。また、職員の定年退

職による補充は前年度に引き続き原則行わないこととしており、本年度は職員定数５９人

に対し８人減になります。人件費の抑制のため欠員分は再任用職員と派遣職員で対応する

とともに、前年度に引き続き助役の期末手当の１２％及び管理職手当の１０％の削減を行

います。

次に、本年度の主要施策について申し上げます。

可燃ごみについては、関係市の搬入計画に基づきまして、年間搬入量を平成１７年度実

績の７万７，５８２トンに比べ０．９％増の７万８，２６７トンを見込んでおります。

なお、クリーンポートの適正管理及び経費節減を図るため、設備管理台帳システムの構

築を図ります。

不燃ごみ及び粗大ごみの処理につきましては、可燃ごみと同様、関係市の搬入計画に基

づきまして、年間搬入量を平成１７年度実績の１万３，６８１トンに比べ２５．２％減の１万

２４０トンを見込んでおります。不燃ごみ等は、粗大ごみ処理施設で分別・破砕後、固形

燃料による資源化を図り、その他可燃物はクリーンポートで焼却処理いたします。

なお、スプレー缶穴あけ作業の安全性確保のため、処理装置を借り上げ設置いたします。

資源物の処理につきましては、平成１７年度実績の９，６０３トンに比べ１２．９％減の

８，３６７トンを見込んでおります。資源物は、リサイクルセンターで選別・梱包などした

上で資源化を行ってまいります。

し尿の処理につきましては、平成１７年度実績２，６８２キロリットルに比べ５．１％減の

２，５４５キロリットルを見込んでおります。

厚生施設「柳泉園グランドパーク」の運営につきましては、安全の確保と衛生面に配慮

した厳重な水質管理など、市民の皆さんに施設を快適に利用していただくよう努めてまい

ります。

なお、テニスコート利用者への配慮からトイレを新たに設置し、緑地公園にはベンチを

設置いたします。

次に、今後の組合の課題について申し上げます。

粗大ごみ処理施設の改修計画については、容リ法プラスチック類の資源化の状況及びし
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尿の搬入量等を見ながら関係市と連携を図り、対応してまいりたいと考えております。

また、組合運営に当たっては、既に多摩地域の清掃施設において実施されている焼却運

転の委託化を視野に入れ、費用効果を精査した上で効率的な施設運営に努めてまいりたい

と考えております。

以上をもちまして、平成１９年度の組合事業に関する基本的な考え方を申し述べました

が、組合議会、関係市住民の皆様並びに周辺地域の皆様の御理解と御協力を重ねてお願い

申し上げまして、平成１９年度の施政方針とさせていただきます。ありがとうございまし

た。

○議長（相馬和弘） 次に、行政報告を行います。

○助役（森田浩） それでは、行政報告をさせていただきます。

別紙御配付の行政報告をごらんいただきたいと思います。大変申しわけございませんが、

１カ所訂正方をお願いいたしたいと思います。２ページの上段の３ごみ処理手数料の徴収

状況、その下の表３となっておりますが、これは表２でございますので、大変申しわけご

ざいませんが、御訂正方よろしくお願い申し上げます。

それでは、行政報告をさせていただきます。

今回の行政報告は、平成１８年１１月から平成１９年１月までの３カ月間の柳泉園組合

における事業運営等についてでございます。

初めに、１ページをお開きいただきたいと思います。総務関係でございます。

１の庶務についての事務の状況でございますが、１１月６日及び７日に柳泉園組合周辺

自治会定期協議会を開催いたしました。今回の協議会では、先ほどの施政方針においても

お願い申し上げましたが、多摩地域ごみ処理広域支援についてその経過及び組合の基本的

な考え方等も協議させていただいております。周辺自治会の皆様方の御理解と御協力をお

願いしたところでございます。

次に、関係市の清掃担当部課長をもって構成する柳泉園組合事務連絡協議会を１１月

１６日と１月１８日に開催し、平成１８年第４回柳泉園組合議会定例会の議事日程（案）

及び平成１９年度当初予算（案）について協議をしてございます。

また、１１月２１日には両監査委員において例月出納検査が行われました。

次に、２の見学者の状況でございます。表１に記載のとおり今期は５件１９２人の見学

者がございました。このうち小学校の社会科見学は２件１５４人でありました。

続いて、２ページの３のごみ処理手数料の徴収状況でございますが、表２に記載してご
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ざいますので、参照していただきたいと思います。

続きまして、４の契約の状況でございます。別紙行政報告資料として添付させていただ

いているとおりでございます。今期は、リサイクルセンター定期点検整備補修（その２）

のほか３件の工事請負契約を締結しております。詳細につきましては資料のとおりでござ

いますが、資料４ページのクリーンポート空調等自動制御設備復旧補修につきましては、

さきの議会で報告させていただいた去る８月１２日に発生いたしました落雷による事故に

伴う補修でございます。現在、当該補修経費全額につきまして保険の適用について申請中

でございまして、まだ結果は出てございません。

次に、３ページでございます。ごみ処理施設関係でございますが、初めに、１のごみ及

び資源物の搬入状況でございます。

今期のごみの総搬入量は表３－１のとおり２万２，５１４トンで、これは昨年同期に比較

し５５２トン、２．４％減少しております。また、搬入量の内訳といたしましては４ページ

の表３－２から３－４のとおりでございます。可燃・不燃・粗大ごみの各搬入量とも昨年

同期に比較し減少しており、特に不燃ごみの搬入量につきましては、平成１８年１０月か

ら清瀬市及び東久留米市において容器包装プラスチック類の分別収集及び資源化が開始さ

れたこと等によりまして、搬入量が昨年同期と比較いたしまして２市合計で５７４トン減

少してございます。

次に、５ページの表３－５でございますが、１人１日当たりのごみの原単位でございま

して、表４－１及び表４－２につきましては有害ごみの搬入状況をそれぞれ表にまとめた

ものでございますので、御参照いただきたいと思います。

次に、６ページをお開きいただきたいと思います。

表５－１、５－２は缶等の資源物の搬入状況をまとめたものでございます。今期の総搬

入量は合計２，３３２トンで、昨年同期と比較し５０トン、２．１％減少しております。

下段、２施設の稼動状況でございますが、まず、柳泉園クリーンポートの稼動状況につ

いてでございます。順調に稼動してございます。また、クリーンポートにおける今期の主

な整備状況でございますが、１号炉につきましてはボイラーの電気・計装等の定期点検補

修の実施、３号炉につきましてはろ過式集じん機の制御電子機器に作動不良が発生したた

め、一時、炉を停止し、点検整備を実施いたしております。また、クレーンバケットの２

号機の交換補修の実施も行っております。さらに、落雷により損傷いたしました空調機器

等の復旧補修等も実施してございます。
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次に、排ガス中のダイオキシン類測定につきましては、周辺自治会の方の立ち会いのも

と、１１月２２日及び１２月１２日に実施いたしました。ばい煙、ダイオキシン類及び下

水道放流水の各種測定結果につきましては、表７から表９に記載してございます。それぞ

れ排出・排除基準に適合しております。

また、柳泉園のクリーンポートの処理状況でございますが、７ページの表６の記載のと

おりでございます。昨年１０月から清瀬市、東久留米市におきまして容器包装プラスチッ

ク類の分別収集及び資源化を開始されたことに伴いまして、クリーンポートで焼却してい

る軟質系プラスチック類等の可燃物の焼却量は、昨年同期と比較いたしまして５４２トン、

２１．４％の減少となっております。

次に、８ページ下段の不燃、粗大ごみ処理施設でございます。各施設とも順調に稼動し

ておりまして、今期の施設整備といたしましては、小型破砕機の修理及びバグフィルター

の清掃を実施してございます。粗大ごみ等の処理状況につきましては、９ページ上段の表

１０に記載のとおりでございます。容器包装プラスチック類の分別収集及び資源化が開始

されたことに伴いまして、不燃ごみの処理量は昨年同期と比較し減少傾向にございます。

次に、（３）リサイクルセンターについてでございます。記載のとおりコンベヤ等の定

期点検補修等を実施し、今期も順調に資源物の資源化に努めたところでございます。資源

化の状況につきましては、９ページの表１１に記載のとおりであります。

次の９ページ下段、３の最終処分場についてでございます。焼却残渣の最終処分場への

搬出でございますが、引き続き、東京たま広域資源循環組合エコセメント化施設に全量を

搬出しており、今期は２，７７４トンで、これは昨年同期と比較し１３５トンの減少となっ

ております。搬出状況は１０ページの表１２に記載のとおりであります。

次に、４の不燃物の再利用状況でございます。不燃・粗大ごみの処理施設及びリサイク

ルセンターで発生いたしましたくずガラス・不燃物等につきましては、埋立処分場の延命

化を図るため、埋立処分をせずに、ＲＰＦや路盤材として再利用を行っております。再利

用の状況につきましては、表１３に記載のとおりでございます。

次に、１１ページに記載のし尿処理施設関係でございます。今期のし尿の総搬入量は

６０１キロリットルと、昨年同期の６７３キロリットルに比べまして７２キロリットル、

１０．７％の減少となっております。表１４－１から表１４－４に搬入状況の詳細を記載し

てございます。

また、１２ページの表１５は、し尿処理施設における下水道放流水の測定結果を記載し
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ております。結果はそれぞれ排除基準に適合しております。

続きまして、１３ページに記載の施設管理関係についてでございます。

厚生施設の利用状況でございますが、野球場につきましては今期は２１３回と昨年同期

の１８２回に比べ１７．０％の増、テニスコートは９５２回と昨年同期の１，０４８回に比べ

９．２％の減、また室内プールは１万２，４６８人となっておりまして、昨年同期の１万

１，６７６人に比べ６．８％の増となっております。浴場施設は２万４，６３３人と昨年同期の

２万５，５２２人と比べ３．５％の減となっております。詳細につきましては表１６－１、

１６－２に記載のとおりでございます。

また、各施設の使用料の収入状況につきましては、表１７のとおりでございますので参

照していただきたいと思います。

次に、１４ページの３の施設の管理状況でございます。室内プール及び浴場施設の水質

測定の結果を表１８及び表１９に記載しております。それぞれ測定結果の数値は基準に適

合しております。

最後になりますが、去る２月２０日に柳泉園組合周辺自治会臨時協議会を東久留米市と

東村山市合同で開催してございます。多摩地域ごみ処理広域支援について協議を行ってお

りますので、その経過、協議内容等につきまして担当課長より報告させていただきたいと

思いますので、議長においてお取り計らい願いたいと思います。

以上、簡単でございますが、今期の行政報告とさせていただきます。よろしくお願い申

し上げます。

○議長（相馬和弘） 以上で施政方針及び行政報告が終わりました。

ただいま行政報告の最後の方で助役から御発言がありましたけれども、ここで資料の配

付を求められておりますので、これを許可いたします。職員をして資料を配付させます。

〔資料配付〕

○議長（相馬和弘） 配付資料の説明を求めます。

○総務課長（大野常雄） ただいまお手元に御配付いたしました資料、多摩地域ごみ処理

広域支援実施協定に基づく小金井市のごみ受け入れについて申し上げます。

このことにつきましては、第４回柳泉園組合議会定例会におきまして申し上げましたと

おり、昨年１０月、多摩地域ごみ処理広域支援第２ブロックから当柳泉園組合を含む各清

掃施設に対しまして、平成１９年４月からの小金井市可燃ごみを広域支援に基づき処理を

お願いしたいとの依頼がございました。当組合といたしましては、クリーンポートの定期
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点検補修等の日程、内容から、定期点検補修等を除く期間は小金井市のごみ処理を実施で

きるものと考え、今後のごみ処理量及び受け入れ期間については、第２ブロック広域支援

の体制及び本年２月の国分寺市との状況を見て判断いたしたいと申し上げてまいりました。

本年１月、小金井市から当組合に対しまして、多摩地域ごみ処理広域支援実施協定に基

づく小金井市の可燃ごみ処理等について要請がございました。要請の主な内容として、広

域支援要請期間は平成１９年４月１日から平成２９年３月３１日までの１０年間、支援要

請量は平成１９年度は約５００トンでございます。小金井市からの要請につきましては、

さきの管理者会議におきまして、広域支援受託期間は平成１９年４月１日から平成２０年

３月３１日までの１年間、受託量は平成１９年度４８９トン、受託日数５９日の内容で基

本的に受け入れることを決定いたしております。

その後、小金井市のごみ受け入れにつきましては、２月２０日、東久留米市及び東村山

市と合同で開催いたしました周辺自治会協議会第１回臨時協議会において、お手元に配付

しております資料を提出し、経過とともに小金井市からの要請及び当組合の対応について

申し上げ、周辺自治会の皆様に広域支援による小金井市の可燃ごみの処理について御理解

と御協力をいただきますようお願いいたしました。

なお、説明後に多数の質問及び要望等がございました。質問等を要約いたしますと、１

点目は、小金井市からの要請が広域支援に当たるのか、このことにつきましては、広域支

援の実施要綱第１６条第２項に、新設であらかじめ計画された事態を言い、小金井市と国

分寺市との間で一定の計画を進めているということで申し上げております。

２点目は、ごみの受け入れを１年としているが、今後、なし崩しに来られては困ると、

このことについては、今後の小金井市と国分寺市との協議及び対応等、方向性を見定め、

今回の受け入れ期間を１年間としたということで申し上げております。

３点目は、小金井市がごみ処理を要請している団体についての問い合わせがございまし

た。これにつきましては、広域支援として第２ブロックでは東村山市の秋水園、それから

多摩川衛生組合、三鷹市に要請しており、他のブロックでは多摩ニュータウン環境衛生組

合に要請しているということで申し上げております。

ほかに周辺自治会の皆様から要望がございました。皆様からは、行政だけでなく小金井

市の市民の皆さんに現状をわかっていただくため、広域支援について小金井市の広報など

に掲載するように、また、臨時協議会の意見等を小金井市長に渡してほしいとの要望がご

ざいました。この要望につきましては、過日、小金井市に送付いたしているところでござ
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います。

○議長（相馬和弘） 資料の説明は終わりました。

これより施政方針及び行政報告に対する質疑を一括してお受けいたします。もちろんた

だいまの資料等及び説明も含めて一括して質疑をお受けいたしたいと思います。

○２番（白石玲子） あらかじめ申し上げていなかったので、少しお時間をいただきたい

と思うんですけれども、多摩地域ごみ処理広域支援実施協定を資料として出していただき

たいと思いますので、議長におきましてよろしくお取り計らいのほどお願いいたします。

それから少し質問させていただきますけれども。

○議長（相馬和弘） ただいま２番、白石議員から実施協定の資料を求めるということで

ございますが、皆さんの御同意があれば議長として資料請求をしたいと考えております。

ただいまの資料請求について御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（相馬和弘） 特にないようでございますので、議長として執行部に資料を求めま

す。

暫時休憩いたします。

午前１０時４７分 休憩

午前１０時４７分 再開

○議長（相馬和弘） それでは、休憩を閉じて会議を再開いたします。

ただいま白石議員より資料要求があって議長から執行部に資料の提出を求めましたが、

資料を御配付するまで時間がかかるということでございますので、白石議員の質問を一た

ん保留にしまして、他の方の質疑をお受けしたいと思います。

〔「分割していいのではないか」と呼ぶ者あり〕

○議長（相馬和弘） 分割になるけれども、いいですか、出るまで。

議事の都合上、暫時休憩いたします。

午前１０時４８分 休憩

午前１１時０１分 再開

○議長（相馬和弘） それでは、休憩を閉じて会議を再開いたします。

引き続き、白石議員の質疑をお受けいたします。
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○２番（白石玲子） それでは、大きく分けて３点御質問したいと思います。大きく分け

てと申しましたので、少し内容についてはそれぞれ細かく伺っていきたいところはござい

ますので、よろしくお願いいたします。

１点目ですけれども、小金井市のごみ処理広域支援の関係でお尋ねいたします。資料を

あらかじめお願いしていなかったにもかかわらず早急に出していただきましてどうもあり

がとうございました。それでは、質問に入っていきたいと思います。

第１点目としては、私どもは、代表者会議の御報告ということもありましたけれども、

管理者のプレス発表ということで詳細を知ったという状況がこの間ございます。そこで、

いろいろな御意見もお持ちでしょうけれども、１つには、やはり私は管理者のプレス発表

というのはフライングであったのではないかと思います。柳泉園が管理者会議で受け入れ

ということでお決めになったということは、前回の定例会のときにも管理者会議で決定を

したいという御意向も伺っておりますので、それに沿ったものと理解はしておりますけれ

ども、しかしながら、やはり議会に対する報告ということがあらかじめなかったというこ

とについては１つ議会軽視ではないかということで、御見解をお尋ねしたいと思います。

２点目としては、廃棄物処理法がございますね。この第４条に国及び地方公共団体の責

務、そして第５条には廃棄物処理施設整備計画に関して書いてあります。第６条の２には

一般廃棄物処理計画ということで市町村の処理について記載がございます。こういった法

令上に基づきまして考えていきますと、やはり１つには、第５条のところ、廃棄物処理施

設整備計画ということに関しまして、小金井市は一体どのような対応をされてきたのかと

いうことについては、この間、資料を出していただきましたので、経過としてはわかりま

すけれども、これはやはり１つの違反ではないかと私は思います。その点について、やは

り状況がおわかりになっていらっしゃる範囲で結構ですから御見解を伺いたいと思います。

２番目には、一般廃棄物処理計画、この第６条の２というところなんですが、この問題

につきましては、柳泉園にもございますし、当然、小金井市にもあるわけですけれども、

基本的には今回のこの流れというのは地方自治の原則というものが崩されるものであると

理解しています。どこの自治体でもこういうことが起こり得ることが前例として出てきて

しまえば、きちんとした対策を練っていないところは、まさか無責任にこういうことが頻

発するとは思いませんけれども、当然のことながら今後だってどうなるかわかりませんの

で、その点についてはどうお考えでしょうか。

それから広域支援とは、ここには年数ということは全然書いていないんですけれども、
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資料を読ませていただきますと、一般にどの程度かということを、これはやはり御見解を

一応ここで確認させていただきたいので、お尋ねしたいと思います。お答えいただきたい

と思います。

それから、こちらの広域支援の実施要綱を拝見いたしますと、計画書の提出というのが

第１８条にございます。これは、一般的なところでは普通は清掃工場の定期点検など、そ

ういった短期間の中で広域支援が必要になったときにやるということで、それを想定して

これが入っているんだろうと思いますけれども、小金井市はこの計画書の提出をきちんと

柳泉園の側にしているのでしょうか。そして、しているとすれば、その内容はどのような

ものであるのかということについてお尋ねしたいと思います。

それから、これまでお話ししたところに重なるんですが、実は小金井市は平成１０年に

小金井市というか、二枚橋衛生組合は耐震調査をしております。その結果に基づきまして

平成１１年には修理をしているんですね。その平成１１年度の修理をしているにもかかわ

らず、平成１３年の７月には天井の一部崩落が起きたりしているんですが、それについて、

平成１４年にはさらに焼却施設の構造物耐久調査ということでやっていらっしゃいます。

それに基づいて、１００億円と言われていますけれども、それをかけて直したと言われて

いて、この時点では平成２１年までもつようにということで対応していらっしゃるんです

ね。そういう状況にあるにもかかわらず、この間でいきなりこういう動きが出てきたとい

うことについては、やはり納得はできないんですね。それについて情報がどの程度入って

いるのか、受け入れるということを管理者会議で決めている限りにおいては、情報という

ことはきちんと入っていると思いますので、その点についてはどのようにお考えなのかと

いうことについて伺いたいと思います。

それから、平成１９年度の今後の予定ですけれども、一応先ほどの報告によりますと、

施政方針に書いてありましたね、後ろの方にも資料ございますけれども、可燃ごみは０．９

％増加ということを予定しておりますが、これは小金井市分を想定していらっしゃるので

しょうか。

その次にお尋ねしたいのは、やはり先ほども周辺自治会の方に対しての説明をなさった

ときに、大分多くの方の意見とか質問が出たということをおっしゃっていました。それは

やはり当然のことだと思いますけれども、私は、周辺自治会だけではなくて、やはりかな

り広域的にこの問題に関しましてはきちんとした説明を行うべきだったと思っています。

それとあわせて、それ以外の方が説明を聞きたいということであれば、私なんかも少しお
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電話で問い合わせをさせていただいたんですけれども、周辺自治会の方に対する説明だか

らと柳泉園側でおっしゃっていましたけれども、やはり説明責任をきちんと果たすべきで

ございますから、何人にもきちんとした形で情報の公開をするべきであり、情報公開条例

もあるわけですから、もちろん柳泉園の情報公開条例というのは関係市が対象になってい

ますので、そういう意味で私は不備だと思っていますけれども、そういう意味ではきちん

とした説明をどなたに対してでもするべきだと思いますので、その御見解を伺いたいと思

います。

それから、大きく分けて２番目の質問に入らせていただきます。

入札の関係ですけれども、こちらでも資料を拝見しておりまして、この間ずっと入札の

関係では質問させていただいております。割と九十何％とか非常に高い数字で推移してい

たものが、この間、突然というか、これはきっと御努力の結果だと思いますが、８５％と

か７４％、６９％ということで数字が動いております。どの程度が落札率としてはいいの

かというのはいろいろ御意見の分かれるところだと思いますけれども、私は前に申し上げ

たように、１つには、最低制限価格はきちんと入れるべきだと思っています。今回は、も

ちろんこの間で予定価格については公表するということで動かれておりますし、それはそ

れでいいと思いますけれども、余りにも極端に低い落札率というのは一体どこに影響が出

てくるかというと、今、格差社会と言われておりますけれども、質の管理、質の担保とい

うことと、それからあるいは人件費などの問題で影響が出てくるということがやはり出て

きています。そういった問題では、この問題についてはどうお考えかということを１つ伺

いたいと思います。

２番目に伺いたいのは、粗大ごみ処理施設定期点検整備補修（その３）のところですけ

れども、ここの入札経過のところでは、テスコ株式会社という会社と、それからやはり現

実に落札をされた奥多摩建設工業株式会社との間には大幅な金額の違いというのがありま

して、それこそダブルカウントになっているんですね。これは、恐らく仕様書というもの

は当然１つですし、説明もきちんとされていらっしゃると思うので、なぜこのようなダブ

ルカウントが起きているのか、前にもその点については伺ったことがありますけれども、

その原因となるものについて伺いたいと思います。

入札の関係の３番目としては、ここに株式会社クボタが入っています。もちろん今まで

の経過の中で株式会社クボタには随分御協力はいただいていることはあると思いますけれ

ども、前に質問させていただいたのは、やはり株式会社クボタは石綿の問題などで問題を
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起こしております。そういう意味では、そういう会社に対してはどうするのかと前にお尋

ねしたことがございましたけれども、そのときは社会的な責任はやはり問うものだと御答

弁いただいております。そういった意味では、その問題についてどうなのか、もちろん株

式会社クボタでは、それなりに誠意を持ってその後、当たられているということは理解し

ておりますけれども、そういうことに関してきちんとした対応をされた上で指名競争入札

に入れられたのかどうかということについて伺いたいと思っています。

それから、大きく分けて３番目です。職員人件費の問題について伺います。

施政方針に関しましては不補充ということを原則にして、定数が５９人に対して８名の

減であるということは、かなりのパーセンテージで抑えてしまうということになっていま

すね。これはやはり再任用と派遣で対応していきたいと書いてありますけれども、私はや

はり雇用労働問題というのは非常に大事な問題だと思っていますので、職員団体とのすり

合わせは一体どうなっているのかということが１点目。

それから、２点目としては、今後の方向性としては一体この状況の中でどうするつもり

なんでしょうか。定員不補充ということでいくということは、このまま定数についての定

員を変えていくのか、あるいは、それからこの状態においてマイナスだけをふやしていこ

うとしているのか、それからまた、年代構成というのがあると思いますので、今後の管理

的な責任を持たれる方の年齢層というものもあるかと思いますので、その年齢構成は一体

どうなっているのかということも含めてお答え願いたいと思います。

○管理者（野崎重弥） １点目について、私から御答弁をさせていただきます。

まず、プレス発表をしたということでございます。確かにプレス発表の場でございまし

た。しかしながら、あれは柳泉園組合管理者としてのプレス発表の場ではございません。

実は、東久留米市の予算と第１回定例会に提案をさせていただく議案の定例の記者発表の

席で、私ども東久留米市における予算の説明、それと第１回定例会に提出を予定させてい

ただいている議案の説明、その記者発表は毎年定例でやっております。そのときに、私か

らその予算、議案の説明をした後、質疑を記者からいただきました。そのうちの１社の方

から、東久留米市の予算発表の場ではあるけれども小金井市のごみの支援の関係について

話を伺いたいという質問がございました。そこで、私は、１６日の管理者会議、そして

２０日の代表者会議、そして２０日の夜の近隣自治会との臨時協議会の場を終えた後でご

ざいましたから、東久留米市長として小金井市のごみの受け入れを１年間行うということ

が決定したという旨の発言をしたわけでございます。決して私は議会を軽視しているとか、
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そういう認識は持っておりませんし、そういう気持ちで記者に対して発言をしたというこ

とではございません。あくまでも東久留米市の予算、議案の説明の定例の記者会見のとき

に、本件とは違うけれども、ひとつ答えてほしいということで御質問があったと、それに

お答えをしたということでございます。

○助役（森田浩） 二枚橋、ひいては小金井市のごみの関係でございますが、これの広域

支援のあり方といたしましては、ブロック会議の開催が当初行われたわけですけれども、

その中でもいろいろ議論はされております。ただ、そういう中で、あくまでも今後の計画

をきちんと立てるということを前提において、広域支援という形の中で各ブロックの中で

支援していきましょうということが最終的に決まったわけでございまして、柳泉園におき

ましても前回の議会でも御答弁をさせていただいておりますけれども、その支援の内容に

ついては、小金井市と国分寺市の両市が今後の処理施設の計画をきちんと提案された中で、

その様子を見ながら柳泉園としても具体的な量、期間については決めていきますという形

で御答弁差し上げた中で、今回の結果、このような形になったということでございます。

また、期間の設定の仕方ですけれども、広域支援につきましては、その該当する組合な

り自治体から、このような形で支援してほしいと、量並びに期間を決めて各支援団体にお

願いが来ました。今回については１０年間で年間５００トンということで要請が来たわけ

でございますから、柳泉園として炉の定期点検並びにいろいろ整備がございますから、そ

のようなところを考慮いたしまして先ほど答弁させていただいた量を支援するということ

で決定させていただいたと、その中で期間については１０年間という要請がございました

が、とりあえず小金井市と国分寺市で具体的に１０年後には整備すると来てございますが、

まだ今後、詳細に両市で詰めなければいけないこともございますので、その辺の様子を見

ながら、今後、近隣住民の方とも相談させていただきながら、また議会にも相談させてい

ただきながら、今後の件についてはそれでまた新たに検討するということで、とりあえず

１年間ということで決定をさせていただいております。

それから、平成２１年までもつということで当初計画されていたんではないかというこ

とでございますが、これにつきましては、特に二枚橋を含めて小金井市からいろいろな情

報というのは入ってございません。ただ、この間、この議会で小金井市に要請いたしまし

た案件の中で、長期的展望に立った計画で対応がなされてしかるべきではなかったのかと

いう御質問の中で、回答といたしましては、平成１６年１１月の時点では、平成２１年度

までの間に調整が整い次第、組合を解散するとしていましたが、施設全体の老朽化が予想
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以上に激しく、約２年ほど前倒しして平成１９年３月をもって全炉焼却を停止することに

した事情があるということを御理解いただきたいという御回答はいただいております。そ

れ以上のことにつきましては今のところ私ども承知してございません。

それから、平成１９年度予算との関係でございますが、平成１９年度予算のごみの焼却

量につきましては、予算で計上してございます量の中には小金井市の分については算定し

ておりません。

それから、周辺自治会との関係でございますが、この件につきましては説明会を開催さ

せていただいたんですが、今回の説明会については、今までの広域支援を実施する際に

行った方法と同様の方法で説明会をさせていただいたということでございます。ただ、今

後、ほかの市民を含めた周知につきましては、また関係市といろいろ協議をさせていただ

いて何らかの形で、こういうことでこういう経過をもって柳泉園組合が広域支援を行うと

いうことについては３市とよく協議させていただいて、何らかの形で周知というか、報告

を兼ねてさせていただきたいと思っております。

それから、価格でございますが、最低制限価格の設定をという御質問でございますが、

これにつきましては、工事を行うという場合には、ある程度、最低制限価格を設定し、そ

の質の確保とかそういうもの、また、人件費の適正な執行と、そこまでは私の方では関与

することはございませんが、その辺のあり方ですね、それはその工事の中ではいろいろ考

えなければいけないと思いますが、現在、行っております柳泉園のこの契約につきまして

は、ほとんど修繕とか、そういうものが多いものですから、例えば物をつくるとかではな

くて、できた物をそこに持ってきて、それを利用して修繕するということですから、質の

確保というのはその時点でできておりますから、そんなに最低制限価格というものを重要

視することはないんではないかと、落札率が落ちても、それはそれなりに求められた機能

とか、それは確保されるんではないかとは思っております。

それから、粗大ごみ（その３）の入札経過の仕様書で、かなり業者によっては差がある

のは資料のとおりでございますが、これについては特に私ども発注者側で云々ということ

はございません。あくまでも入札をした結果、このようなことで数値が結果としてあらわ

れたということで、同一の資料で、何ら業者によって違った説明ということは一切してご

ざいませんし、同一の仕様書で同一の説明をしてございます。あくまでも結果であるとい

うことでとらえてございます。

それから、株式会社クボタの関係でございますが、これにつきましては、当時そのよう
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な形で制裁に基づきまして、そういうふうな柳泉園の中で対応した経過があろうかと思い

ますけれども、それはそのときの経過であって、その後、きちんと指名参加に参加できる

という基準の中で今回参加していただいたいということでございます。

それから、人件費の関係でございますが、退職者の原則不補充という形で平成１９年度

予算も編成させていただいたわけでございますが、そういう中で、今後の柳泉園のあり方

をいろいろなところで最終的な柳泉園の形というものを検討していかなければいけないと

思いますが、ただ、今までの柳泉園の業務の経過の中で、ほとんど委託化されているわけ

ですね。それで今、委託化されていないものについては中央制御室の管理、運営が今、直

営でやっているわけですね。そういう中で、他の処理施設を見ますと、かなり運転から消

耗品とかそういうものの発注まで一括して委託をやっているというところが多く見られて、

国でもある程度そういう形が好ましいということでいろいろ検討されております。したが

いまして、柳泉園におきましてもその辺の方向性も見ながら、今後、直営でやっていると

ころの業務につきましてそのあり方を関係市ともいろいろ協議させていただいて、また、

議会の皆様にもいろいろ御議論いただきたいと思いますけれども、方向としてはそういう

方向がある。ただ、それにつきましてはまだ方向が出ておりませんから、組合を含む関係

機関とはまだ正式に協議を行っておりません。ただ、内々では検討はしている状況でござ

いますが、正式な交渉というものについてはまだ至っておりません。

私から答弁させていただきましたが、漏れていたら課長からさせていただきます。

○総務課長（大野常雄） 先ほどの御質問の中で、広域支援の要綱の中の第１８条ですか、

計画書の提出が当組合になされたのかという御質問がありましたけれども、これは、記載

のとおり、ブロック代表に必要とする団体についてはそちらにお出しをするということで

私どもでは理解をしているところでございます。

以上、そこの部分だけは答弁漏れかなと思ったものですから、お答えしたところでござ

います。

○２番（白石玲子） 答弁漏れもあるんですけれども、少し再質問をさせていただきたい

と思います。

最初のところですけれども、管理者が御苦労されているのはよくわかるんですね。経過

としては、管理者が悪いわけではなくて、基本的な地方自治という原則に立った上で小金

井市が準備をしてこなかったということがやはり問題なわけですから、別に管理者を責め

るというわけではないんですけれども、しかしながら、今の御答弁ですと、別に重箱の隅
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をつつくつもりはありませんが、柳泉園の報告の前に、それでは、市長としてプレスとい

うのはやはり順番が違うのではないかと思いますので、その点については、もう過ぎてし

まったということもありますけれども、きちんとそのあたりはそれなりに使い分けではな

いですけれども、段取りというものは踏んでいくべきではないかと思いますので、その点

はよろしくお願いいたします。経過が経過ですのでお話しになったということもわからな

いわけではないのですが、よろしくお願いします。

それから、広域支援の関係ということですが、１８条の計画書の提出のことに関しての

今の御答弁、よくわかったようなわからないような御答弁だったんですけれども、ここの

ところでは、想定されているもの、要するに広域支援自体の想定というものがこの１８条

に基づくものにとどまるのが普通だということです。それはもう今回の問題は想定外なん

ですね。想定外であったらばきちんとした計画書を出さなくていいのかといえばそういう

わけではないですし、計画書といったって今までに出されている資料というのはかなりア

バウトですし、本当にあの状態で物事が進んでいくんだろうかということは当事者ではな

いとしてもわかるのではないかと思います。今出されている案も、二枚橋の跡地につくり

たいということと、あるいは蛇の目ミシン工業株式会社の工場跡地につくりたいという２

案が出ていますけれども、両方ともかなりハードルが高い案ですし、この状況の中でそれ

がうまくいくとは思えないというか、非常に厳しいであろうということは想定されること

なんですね。そういった意味では、やはりそれなりには受け入れを求めているところに対

して小金井市はきちんとした計画をもう少し緻密に立てて出すべきであるし、また、経過

報告もきちんとするべきだと私は思います。この間の小金井市の状況というのは私はかな

りずさんだとはっきり言って思いますし、こういう中で１年間という年度を区切られたと

いうことはそれなりにわかるんですけれども、それでは、１年で決められるのかというと、

かなりの不安材料があるのではないかと思いますし、これはやはり単にそのまま受け入れ

てしまうということよりは、もう一度、私は小金井市に投げ返すということも大事なので

はないか、少し言葉が過ぎるかもしれないんですけれども、そう言うよりほかないので、

もう一度差し戻すというか、やはりもう少しきちんとした計画をつくりなさいと、それと、

やはりこれまでの状況説明についても、今までの文書というものはどう読んでもこれまで

の計画的な対応をしてきているとは読み取れないんですね。そういう意味では、責め立て

るだけではないと思うんですけれども、そこはやはり管理者会議でもよく御相談いただい

て、もう厳しくきちんと対応していただきたいと思います。その点についてはいかがで
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しょうか。

それと、これまでの御答弁もありましたけれども、私は、この問題は報告にとどまるも

のではなくて、短期間の受け入れであればそれは報告でいいと思うんですけれども、やは

り議案として上程をして、そして議論するということが必要な内容ではなかったのかと思

いますので、その点についてはいかがでしょうか。

それから、可燃ごみの関係ですけれども、これは０．９％に入っていないと御答弁があり

ました。それでは、きょう私たちが今手にしているこの資料、施政方針と平成１９年度の

予算ですけれども、この施政方針の中にはちゃんと小金井市の問題が入っているんです。

それで、これは管理者が決められたということであれば、だとしたらば平成１９年度予算

の中にきちんと計上されていなかったらおかしいわけではないですか。それは量がそれほ

ど多くないとかというのがおありなのかもしれませんけれども、それはきちんと出す。そ

ういう姿勢で出すんであれば、それは当然のことながらちゃんと入れておくべきだったん

ではないですか。その点についていかがでしょうか。

それからあとは、説明責任の問題ですけれども、これから関係市に対してもやはりきち

んと協議をされて周知していきたいとお話しになりました。それはどういう形でやってい

かれるのかというのはまだ今の段階ではわからないのかもしれませんけれども、一応想定

されるものがどういうものなのかということについては伺いたいし、また、できればちゃ

んと説明会を開かれて、各関係市にきちんとした説明を市民の側にもしていただきたいと

思います。単なる周辺自治会の御了解を得るということだけではないと私は思っています。

その点についていかがでしょうか。

入札の関係ですけれども、先ほどの御説明ということでありましたけれども、内容がや

はり内容としてかなり大きな問題、物も対象として含まれていますので、それはそれなり

に考えていかれる方がいいのではないかと思いますので、今後、前に総合評価ということ

も申し上げましたけれども、それも含めて検討をしていただきたいと思っています。たし

か入札の改善に関して委員会がずっと持たれていますので、継続的にそれはやっていらっ

しゃると思うんですけれども、その経過を少しお尋ねしたいと思います。

株式会社クボタの件についてはわかりました。それはそれなりにその都度きちんと精査

をしていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

あと、差が大きいということですけれども、これはあくまでも結論だということですが、

よっぽどいい素材を使って対応されるのでこれだけの金額がかさんでしまうのか、あるい
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は内容の問題が違うのか、よくわからないんですが、大体基本的な積算というのは決まっ

ていますので、それほど大きな差が出てくると思えません。そういった意味では、少しそ

の原因というのは、今ではなくていいですから、きちんと調べておかれた方がよいのでは

ないかと思います。

それから、職員の人件費の関係ですけれども、まだ経過としては基本的な方向性を出し

ていないとおっしゃいましたけれども、０７問題ということでございますし、やはりそれ

は今後どうしていくのかの方向はもう詰めていかなければならない段階に入ってきている

んではないですか。そういう意味では対応が少し甘いのではないかと思いますので、その

点についてはどうするのかということを伺いたいと思います。

一定程度、委託を進めていくということについては反対するということでもないんです

けれども、委託をしたから安上がりということだけではなくて、委託をした先については、

もちろんそこの主体性がありながらも、やはりどういう内容で進行管理が行われているの

か、進行管理というか、どういう内容でやはり事業が進められているのかということにつ

いてチェックをしていくのは柳泉園の役割ですから、そういった側面ではきちんとした体

制で臨まれるということが必要だと思っていますので、その点についていかがでしょうか。

○管理者（野崎重弥） まず、小金井市の関係でございますけれども、私が承知している

限りでは、小金井市は二枚橋の跡と蛇の目ミシン工業株式会社のところ、この２つどちら

かに絞ったとは私は承知いたしておりません。今後、内部的には候補地の１つとしてこの

２つを挙げられたようですけれども、今後、市民の皆さんからも候補地というものを協議

していくという話も伺っております。ですから、この２つでどちらかとは私は承知いたし

ておりません。

それと、今回の広域支援の関係で、本来、報告で済むべき問題ではないだろうと、議決

をもって支援を決めたらどうだという御指摘でございますけれども、お手元に御配付をさ

せていただきましたように、多摩地域ごみ処理広域支援体制実施要綱というものが多摩地

域を３つのブロックに分けて体制ができ上がっております。なおかつ、このブロックの中

の私どもは第２ブロックに所属をいたしておるわけでございますけれども、その第２ブ

ロックの中で、第２ブロックを構成する市並びに一部事務組合が会議を開き、今回の件が

広域支援に該当するかしないかということも含めて協議をしております。その結果として

第２ブロックとして広域支援体制を組んでいこうということが決定されておりますから、

私どもはこのことについて、私どもも所属している一部事務組合として支援していくとい

２７



うことを決定させていただいたところでございます。ですから、これまでもそのような形

で広域支援体制を組んでおりますし、これからもそういった形の支援は行っていきたいと

思っております。

○助役（森田浩） 予算と今回の小金井市からのごみ量搬入の関係が整合性がとれていな

いのではないかということでございますが、確かに予算の中には反映してございません。

それは、予算につきましては、いろいろな各市の負担金との関係でかなり前に編成しなけ

ればいけないという要因がございます。その後、この小金井市のごみを広域支援として受

けるというふうで最終的にある程度判断しましたのが２月１６日ですか、ですから、その

辺の少し期間的なずれがどうしても生じてしまうということで反映できなかったというの

が実態でございます。

今後、その予算を執行していく段階で何らかの形、予算に補正等が生じた場合には、そ

れはまた議会にもいろいろお願いさせていただいていく中で執行していきたいと思ってお

ります。

それから、入札の関係でかなり差が出ていると、これは仕様書はあくまでも参加してい

ただいている業者はすべて同一で対応も同一でございます。本当に結果としてこういうふ

うな形でなると、詳細にどうしてこうなるのかということについては内部的に、それは今

後、提出された資料をもとに少し内部的に調査はさせていただきたいと、それはしていき

たいと思っておりますが、考えられるのは、かなり低い価格で応札された業者が、たまた

ま今回の補修についての機材を確保していたということも考えられないことでもないとは

思いますけれども、実態はわかりません。

それから、今後の柳泉園のあり方という中で検討を早い時期にということもあるんです

けれども、今、内部的には内々ではいろいろな形の角度から検討はさせていただいている

ことでございまして、ある程度、平成１９年度中には組合を含めまして関係機関と協議を

始めたいとは思っております。ただ、その中で、具体的には現在委託していないところを

委託する場合に、実際職員の方がいらっしゃるわけですから、その辺の職員の処遇とか、

そういうものを最大限配慮しなければいけないと思っております。また、委託するについ

ても、現在行っている場合と委託する場合のコスト等をあらゆる角度から精査して、委託

することによって一時的には増になりますけれども、その辺も含めて金額の精査はしてい

かなければならないとは思っております。平成１９年度中には何らかの形で方向性が出せ

ればいいと思っております。
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○２番（白石玲子） 御答弁ありがとうございます。

市長の小金井市の問題につきましての御答弁は、それはそれなりにわからないわけでは

ないんですけれども、やはり今回は、広域支援のこの内容、実施要綱を拝見してもこの限

度を超えていると思わざるを得ないんですね。だから、経過として第２ブロックの中で検

討されて結論を一定出したということは、経過としてはわかりますけれども、やはり目の

前にこういう状況で困っている人がいれば、人情の問題で困っている人には手を差し伸べ

てあげなければいけないというその気持ちはわかりますけれども、お互いさまというとこ

ろもあるのかもしれませんけれども、お互いさまではこれは困りますので、こんなことが

二度と起こっては困るということも含めて、やはり私はきちんとした議論がこれは行われ

た上で小金井市に対しては対応するべきだと今でも思っています。御説明は御説明として

も、そういうふうに私は思っていますので、議決をするかしないかということはともかく

としても、このような状況の中で受け入れるということが果たして小金井市のためになる

のかどうかということも含めて思います。子供を育てるときにはやはり甘いだけではいけ

なくて、よくないことをしたりしたら、それなりに厳しく対処するということも相手を育

てる大事な１つの要素だと思いますので、そういう意味ではやはり広く受け入れるという

ことよりは、これは小金井市の担当者、もちろん市長を初め担当者としっかりとしたやは

り話し合いをしていただきたいと思いますし、その後も、大変御苦労だと思いますけれど

も、やりとりをしながら状況を見守っていくというか、議論を進めていっていただきたい

と思いますので、よろしくお願いしたいと思います。

それから、可燃ごみ関係の予算の関係はわかりました。

それと、入札の関係で、先ほど機材の問題も少し触れられましたけれども、落札したと

ころをほかのところと比べてもそれほど、それはそれなりの金額で低いんですけれども、

大きな差があるわけではなくて、やはり金額の差があるということで調査をお願いしたい

と思います。

それから、職員の関係ですけれども、これにつきましては平成１９年度中に方向性を出

されるということでございましたが、いずれにしても管理部門が一体これから先どういう

状況になっていくのか、人材育成ということもあると思いますので、やはり委託はしたけ

れども、委託をしてその状況をチェックする人間がいないのでは何のための委託かわかり

ません。そういった意味では、やはり責任を持って対応をしていかれるために人材という

のは欠かせないものですし、また、一定程度、何でも少なくすればいいということではな
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くて、一定程度の人というものは必要ですから、その点についてはきちんとした見通しを

立てて計画を立てていっていただきたいと思います。

○議長（相馬和弘） 御答弁は求めますか。御意見だから、今の御意見に対して答弁は求

めますか。

○２番（白石玲子） いいです。

○３番（上田芳裕） 時間も大分経過していますので、簡潔に質問いたしますので、簡潔

な答弁で結構でございます。

まず１つは、施政方針であります。おおむね了といたします。このとおりだろうと、こ

のように思っております。管理者も非常に苦慮されながら対応されているというのはよく

わかります。

そこで１点、給与条例に少し触れておりますけれども、これ、考え方の違いだというこ

とであればそれはそれでよろしいんですけれども、私は、期末手当の話あるいは管理職の

手当の話も出ておりますけれども、これは前にもお話ししているように、きちんと条例が

あるわけですから、比例法案的な条例でもって下げるというお話、それは気持ちはよくわ

かりますけれども、私は結論から言うと、下げる必要はないと、こういう思いです。その

かわり今まで以上に一生懸命仕事をしていただければ、市民はそれで納得するわけですか

ら、もちろん議会も納得します。下げる必要はないと私はもう明確にしておきたいと、こ

のようには思っております。せっかくの管理者の施政方針ですから、それはそれで了とし

ますけれども、基本的にはこういうことは必要ないと。議会も同じですけれども、しっか

り仕事をすればみんな喜んでサポートするわけでありますから、考え方を申し述べさせて

いただきますけれども、意見があればまたお話をいただきたいと思います。

それから、人員計画ですか、基本的にもう組織はスリム化をしなければならないと、肥

大化した組織というのは、もうこれ日本全体そうですけれども、スリム化していかなけれ

ばならないと、できるだけ外注も含めて民間の活力も応援をいただきながらと、こういう

流れにある中で、柳泉園も当然そういう方向でいくという方針のように私は受けとめまし

たので、これはこれでよろしいと思います。

それから、行政報告に関する入札でありますが、これは改善されているなと、そういう

思いで見させていただきました。改善されておりますので、その努力は努力として私は高

く評価をしておきたいと、このように思います。文句を言うだけが議会の仕事ではありま

せんので、評価は評価としてきちんとしておきたいと。問題は随意契約をどうするかだな
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と、そういう思いで見ております。随意契約ですので、これは特殊な、いわゆるパテント

といいますか、そういったものを持っていると、ほかの業者ではできないという問題も当

然出てくると思います。ですから、その辺を今後どうするのかなという思いで見させてい

ただきましたので、見解があればお尋ねしたいなという思いであります。

それから、今ほど最低制限価格の話が出ておりましたけれども、いわゆる競争させるこ

とによって価格と質が高まるであろうというのが資本主義社会の基本原則でありますので、

最低制限価格を設けるという考え方でいきますと、管理社会の要素を取り入れるというこ

とになりますので、それは少しいかがなものかなと、まさに自社責任といいますか、自己

責任でもって、いわゆる法令遵守の問題も当然ありますので、安かろう悪かろうというこ

とであれば当然、後々大きな社会的制裁を受けるであろうことも含めて入札に参加するわ

けでありましょうから、私は最低制限価格をもって質を保持するという考え方を柳泉園が

持つというのは少しいかがなものかなと、そういう思いであります。したがって、法令遵

守の原則からいっても、出てきたものがいわゆる最高のクオリティーであるということ、

あるいは価格であるということを前提に、今後も入札あるいは応札も含めてきちんと対応

していくという姿勢があれば、それはそれでよろしいのではないかなと思います。その辺

について御意見があれば承りたいと思います。

それから、施設を快適に使っていただくと、これは非常に大事なことでありまして、今

後、私どももそういうことでサポートしていかなければいけないなと、そう思っておりま

す。

そこで、少し出た話で、具体的になるかどうかわかりませんが、浴場の使い方は、私、

少し入ったことがないので申しわけないですね、入ったことがないで物を言うというのも

いかがなものかと思いますけれども、卓球台があれば非常に快適で今まで以上に使いやす

いという話も実は出ました。ですから、恐らく温泉旅館のイメージで物を申されているの

かなという思いもしますけれども、そういうスペースがあるのかどうなのか、あるいは卓

球台といってもただではありませんので、そういう施設といいますか、そういう娯楽施設

と言うんですかね、卓球台を娯楽施設と言うかどうかわかりませんけれども、例えばとい

う話が出ましたので、快適に使っていただくという一環の中でそういった考え方も１つの

方法として今後持っていただけるものかどうなのか、もちろん卓球台でなくてもいいんで

すけれども、そういうスペースが現実あるものかどうなのか、私も少しわかりませんけれ

ども、検討していただければと思います。
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それから最後に、資料の件であります。市長の施政方針にも出ておりましたし、私も新

聞を少し読みましたけれども、もちろんその前に代表者会議で、私が職務代理という立場

で皆さんを招集している立場もありますものですから、議会の流れは流れとして順を追っ

てそれなりにきちんと対応していると、このように思っておりますけれども、結論から申

しますと、今回の管理者会議で結論を出し、管理者が発表といいますか、決められた小金

井市のごみの搬入につきましては私は評価しておきたいと、このように思います。

放映されているビデオも、私はテレビを見る時間がなかったので後ほど見ましたけれど

も、要するに、現実問題として小金井市の市民の方が困っているわけです。これはだれの

責任かという問題を追求するのはそんなに難しい問題ではないなとは思いますけれども、

現実に困っている市民の方に対して柳泉園組合として手を差し伸べることができるとする

ならば、それはいわゆる広域支援に該当するかどうか、要綱に該当するかどうかという問

題も当然あろうかと思いますけれども、該当するというブロック会議の結論も出ているよ

うですから、そういう意味であれば、もちろんその施設を持っている東久留米市の住民の

方、周辺住民の方あるいは３市の住民の方の意見も当然理解と協力を求めなければいけな

い、そのことはもう大前提でありますけれども、そういうことであれば私は、現実に困っ

ているわけですから、もちろんそれは程度の問題、それから期間の問題、量の問題、それ

はもう当然ありますよ、責任がありますからね、受け入れた以上は。ですから、そういう

意味では、今回の施政方針及び管理者の結論は、私は間違っていないだろうと、こういう

ふうに思っております。

私もこの件に関しましていろいろお聞きして、関係者の方からもお話をお尋ねしたんで

すが、小金井の市長にだけ責任を押しつけるのはいかがなものかなと私は思いました。と

言いますのは、私の聞いているところの情報ですので正しいかどうか少しわかりませんし、

その情報をもとに私が自分で理解した内容でありますので、おまえ、基本的に間違ってい

るよという御指摘もあろうかと思いますけれども、少なくとも小金井市の状況をずっと聞

きますと、暫定予算をずっと組まれていて計画的な方向性を出せというのは少しやはり厳

しいんではないでしょうかね、別に小金井の市長の肩を持つわけではありませんけれども。

そういう中で、地方自治体の責務は何ぞやと、計画も出さないでと、こうおっしゃる意味

はもう十分わかります。私もそういうことを厳しく言ってきた人間でもありますし、これ

からもそうでしょうけれども。しかし、暫定ですと骨格ですから、これはもう市民に理解

してもらうということに対しても非常に難しいのではないかなと、森本毅郎が、では、市
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議会は何をやっていたのと、こういうフレーズがテレビの放映で出ていましたけれども、

まさにそういうことも含めて、我々は東久留米市あるいはその周辺の住民の御理解もいた

だきながら、やはり、心情論と言われると困りますけれども、困っているんだったら助け

てあげましょうよというぐらいのものがあってもいいのではないのかなと。柳泉園だって

今こうやってほとんど完璧な体制で動いていますけれども、これが１００年続くなんてだ

れも思っている人はいないわけですよ。では、そのときどうするんですかという問題にな

ろうかと思うんですね。お隣の秋水園がどうされているのか少しわかりませんけれども、

そういうことも含めますと、今回の方針は少なくとも私は間違ってはいないだろうと、そ

ういうふうに思います。

小金井市に文句を言いたいこと、それは恐らく私が一番あるのではないかなと思います

けれども、しかし、それを言って問題が解決するんだったら一番いいですけれども、それ

はそれとして、この場はきちんと、助けてあげるなんて傲慢な言い方をすると少し問題あ

りますけれども、そういうことではなくて、困っているんだから我々が許される範囲で受

け入れてあげるということは正しいのではないかなと、こういう思いでおります。

その点について御意見が 私の言っていることは自分で勝手に解釈してそういうふう

に言っていますので、間違っているよという御指摘があればぜひお願いしたいと思います

が、質問と自分の意見と、時間がもう過ぎていますので申しわけないんですけれども、御

回答いただきたいと思います。

○議長（相馬和弘） 答弁は昼食休憩後でよろしいですか。

○３番（上田芳裕） よろしいです、簡潔で。

○議長（相馬和弘） 質問が意見、要望も含めて６点ございましたので、多岐にわたって

おりますから、一たん昼食休憩として、午後、管理者から御答弁いただきたいと思います。

それでは、昼食休憩のため暫時休憩といたします。午後の再開は１時といたします。

午前１１時５８分 休憩

午後 ０時５８分 再開

○議長（相馬和弘） それでは、昼食休憩を閉じて午後の会議を再開いたします。

それでは、上田議員の質問に対して管理者の答弁から。

○管理者（野崎重弥） 上田議員の御質問に対します御答弁から申し上げさせていただき

ます。
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まず、１点目の人件費の抑制のために手当のカットということについては、違う形の考

え方もあるのではないかという御指摘でございます。御指摘は御指摘として受けとめさせ

ていただきたいと思いますけれども、施政方針の中でも申し述べさせていただきましたよ

うに、現行の特殊勤務手当の見直しとともに、既に関係市において実施されている職務職

階制に基づく給料表等に準拠した給与制度を私ども今考慮しているところでございます。

そういった中で、今後とも人件費の抑制というものについては考慮させていただきたいと

思っております。

また、小金井市のごみ搬入の関係でございますけれども、近隣自治会との臨時協議会を

開催させていただきましたときにも御意見をちょうだいしたわけですけれども、そのとき

に、やはり人道的な見地から受け入れはいたし方がないだろうと、そういうお話もちょう

だいいたしました。しかしながら、これがどこに原因があったのかということと今後の小

金井市と国分寺市の協議の動向、こういったこともやはり注視をしてほしいと、それと同

時に、なし崩し的に１０年間搬入ということはあり得ないのではないかという御指摘も

ちょうだいいたしたところでございます。

私は、今回、管理者会議の席上、１年間、当面１年ということで協定を結ばさせていた

だくということで管理者会議の中で決定させていただいたわけでございます。これは、小

金井市と国分寺市の協定が本年４月から来年８月まででございます。ですから、基本的に

私どもは、それを超える協定ということは結ぶことは考えられないということが１点。そ

れと、現在においても小金井市は、ごみ処理場建設に向けてさまざまな努力をしていただ

いているものと思っておりますから、それらの動向を判断する中で、次年度以降、また改

めて判断をするということも申し述べさせていただきました。そういったことも踏まえて

御理解をちょうだいできればと思っております。

○助役（森田浩） ２点目の入札契約の改善でございますが、柳泉園におきましても過去

に現場説明会の廃止、また、予定価格の事後公表あるいは仕様書の見直し等、改善に向け

て努力をさせていただいているわけでございます。そういう中で、今後、いかに競争性、

公平性、透明性の確保が図れるかということを常日ごろ考えながら契約行為をしているわ

けでございます。そういう中で、随意契約でどうしてもしなければいけない契約というの

がこの業務の特殊性という中から生じてきます。そういう中で、随意契約する際には、自

治法上に定めます随意契約ができる範囲がございますから、当然それは厳守する中で、柳

泉園組合といたしましてもそれに基づいて細則、規程をつくっております。そのような規
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程を厳守し、随意契約をしているわけでございます。来年、具体的にはいかに随意契約す

る際に適正な価格に持っていくのかということを来年度予算に これから審議していた

だくわけですけれども、その中に設備管理台帳システムの導入ということで今検討してお

りまして、これも適正な価格を算定する際に非常に役立つというシステムでございまして、

この辺も含めて今後、契約行為全般の改善につきましては努めてまいりたいと思っており

ます。

○施設管理課長（蛭田義一） 浴場施設内に卓球台等を設置いたしまして、快適な時間を

過ごせないかという御質問でございます。

この施設は、実は以前、屋外プールの跡地を利用いたしましてスペースが限られた状態

で公衆浴場的な施設を建設いたしました。内容といたしましては、洗い場を２つ、男女と

いうことになっておりますけれども、各１０カ所、平湯がやはり１カ所ずつで２カ所、ド

ライサウナも各１カ所ずつで２カ所、あと、ミストサウナが１カ所ついている方と露天ぶ

ろが１カ所ついている方で左右分かれております。そのほかに入られての最初のロビー、

長いすが置いてあるロビー、あと、大広間の７５畳、ここはお客様が浴場にお入りになっ

て、入場が１回ということになっておりますので、退室されるまではお客様がそこで１日

いられる状況をつくるということで大広間を設けさせていただいております。あと、個室

の和室が２カ所ございます。それ等で大体スペースをとられてしまっていますので、卓球

台等を設ける場所としては今のところはないと思われます。そのため、利用者の皆様が快

適に御利用いただくために今は水質管理や清潔感を厳重に維持しているところでございま

す。

○４番（板垣洋子） 初めてなもので不適切な表現をしてしまうかもしれませんけれども、

新人議員ということでお許しいただければと思います。日ごろは私どもの廃棄物の処理を

こちらでしていただき、大変感謝しております。私、市民としてずっとこの間、去年から

新聞で小金井市の報道は、ごみのことについては日常的な身近な問題としてとても心に強

く残る問題として印象深く残っております。そのときに、柳泉園は大丈夫なんだろうかと

いうのがまず心配事になりました。職員の定数減とありますので、施設管理はこのような

ことのないようにしっかりお願いしたい所存でございます。

それで、小金井市のことについてですけれども、クリーンポートでの処理ができるとい

うことが御説明にありましたけれども、市民としては、ここの施設で処理できるというこ

とよりも、むしろそのことによって空気が汚れるという、そちらの方が心配事としてある
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と思います。地域の住民の方には自治会の協議会で説明会がされたとございましたけれど

も、先ほどの白石議員のおっしゃったように、広い範囲で地域住民への説明が今後される

のかどうかというところが今までのお話の中ではっきりわからなかったので、そこのとこ

ろをもう一度教えてください。

それから、先ほどの説明ですと、やはりこれも小金井市のことですけれども、今後の受

け入れについては国分寺市との方向性が決まってからということなので、新聞を読みます

と、１年限りでもうしないように見受けられましたけれども、お話の中で、そうではない

だろうということが予測できますので、そのことについてはしっかりと、やはりここの場

所が市民の協力と理解のもとに成り立っているという意味では、周辺自治会の協議会だけ

ではなくて、やはり広く説明もしてほしいと思いますので、どのような形で今後、この議

会も含めて次年度以降のことはどのようなスケジュールでお知らせをしていただけるのか

なということをお聞きしたいです。

以上、お願いいたします。

○管理者（野崎重弥） まず、私も記者会見といいましょうか、東久留米市の予算と議案

の説明会が終わった後、次の日の新聞を読んでいまして、柳泉園が１年だけしか支援をし

ないと記載してあった記事が１社だけございました。私も、少しこれは違うなと思いなが

ら読んでおったわけでございましたけれども、ほかの新聞はそういう記事になっておりま

せんでしたので、恐らくその方が取り方を違ったのかなとは思っておりますけれども、先

ほど上田議員の御質問にも御答弁させていただきましたけれども、まず、小金井市と国分

寺市が協定を結んでおります来年８月以降の部分まで支援を続けるということは考えてお

りません。ですから、本年４月から来年３月までということで協定は一度区切らせていた

だきたいと思っています。

ただ、その後、来年の４月以降の対応をどうするのかということは、やはり協議会の席

でもまた指摘を受けましたけれども、どういった協議がなされているのかということがそ

の後の支援をするかしないかということのやはり基本的な判断材料の１つになるだろうと

思います。そういった形の中で、近隣の皆様方、定期協議会を開いておりますけれども、

やはり説明できる形の動きというものが来年４月以降の判断の材料ということにはなるの

ではないかと思っております。

それと、近隣自治会に対する説明だけではなくて、例えば構成３市に対してきちんと柳

泉園としての説明をしていくべきだという御指摘でございます。
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先ほど助役から御答弁申し上げさせていただきましたけれども、これまでも柳泉園が広

域支援を行っていく場合に、近隣自治会との協議会の席で御説明を申し上げ、柳泉園組合

議会に御報告させていただいている、これが今までのパターンといいましょうか、通常の

支援のあり方でございます。しかしながら、今回は新聞報道も大きくございますし、テレ

ビ等でもさまざまなニュースソースとしての広報がなされておるわけでございます。そう

いったことを考えますと、先ほど助役が御答弁申し上げましたように、今後、構成３市と

も協議させていただきながら、どういった広報をしていくかということについては少し内

部的に検討させていただきたいと思っております。

また、柳泉園組合ニュースは当然、今回の小金井市のごみの支援をすることになった経

過というものについては、柳泉園組合ニュースの中ではきちんとお知らせをさせていただ

く考え方は持っております。

○議長（相馬和弘） 質問者の方、よろしいですか。再質問ございますか。

○４番（板垣洋子） では、確認させてもらいます。

お知らせという形で紙面で統一的にお知らせをするということで、どこか場を設けて住

民の方に集まってもらってということはこれまでもしていないし、このことについてもあ

えてするというお考えはないという御理解でよろしいでしょうか。

○議長（相馬和弘） よろしいですか。

○４番（板垣洋子） もう１つ、すみません。それから、今後のことについてですけれど

も、国分寺市との流れの中でやっていくということはわかったんですけれども、次のこの

議会も随分先だとお聞きしているので、その間に何か動きがあったりということはないの

でしょうか。その前にももう少し明確な情報が入るのではないかと思いますので、そのよ

うな情報がどのようなスケジュールで私たちにも含めて知らされるのかということを御確

認したかったんですけれども。

○管理者（野崎重弥） 小金井市の動向で柳泉園組合議会の皆様方に御協議を申し上げな

ければならない事項、また、例えばですよ、候補地が決まったとか、そういった今後のご

み支援に関して重要な事項が生ずれば、それはやはり代表者会議なり、議長に御相談させ

ていただきながら、どういった対応をさせていただくかということは内部的にも協議させ

ていただきたいと思いますし、当然、議長とも御相談をさせていただきたいと思っており

ます。

○議長（相馬和弘） そのほか、質問ございますでしょうか。
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○８番（小野幸子） １つは、先ほどの質問にもありましたけれども、可燃ごみが０．９％

ふえるということがありましたですね。そのことに対して、私も、そのふえる原因は何だ

ろうなと思っていたんですが、小金井市の分が入っていないということですけれども、ど

ういうあれでふえる見込みをつくったのかということが１つあります。

それから、７ページの表６、柳泉園クリーンポート処理状況というところで軟質系プラ

スチック類等可燃物量という欄がありますけれども、１１月と１月を見ると、１月はかな

りふえているんですね。軟質系プラスチック類のふえている内容というか、どういうもの

がふえているんでしょうか、もしわかれば。と言いますのは、私、容リ法が始まってかな

り軟質系は減っているわけですけれども、こういうふえ方、それで、さっきの可燃ごみの

ふえ方というのは、どういうところに要因を感じている、考えていらっしゃるのか、その

辺が１つお聞きしたいところです。

それから、ずっとお話になっております小金井市の問題ですけれども、大体話はわかり

ました。今後の問題として、やはり受け入れていく条件というか、そういうふうのをやは

り最初にきちんと協定を結ぶ、そういうことが必要だと思います。やはり市民も、なし崩

し的にとか先ほどおっしゃいましたけれども、そういうことがやはりすごく懸念されるわ

けですね。ですから、やはり広域的な支援という形ではやっていかなければいけないとい

うことはわかりますが、きちんとやはりそういう対応だけはしていただきたいなと思いま

す。

それからもう１つ、少し私、何かさかのぼって申しわけないんですけれども、今、不燃

物を市川市の株式会社市川環境エンジニアリングだか何だかに行っていますでしょう。こ

れは３年前から始まった、これで３回目の予算になるんです、組まれて。最初の予算のと

きは、茨城だったかの勝田というところと２社見積もりをとっているという段階だったん

です。その後、私たちは視察に行きました。それが市川だったんですけれども、ああ、こ

こになったんだなとそのとき思って、私は途中が少し抜けているので、説明をいただいた

のかどうか、私が忘れているのかもしれませんけれども、この時点でこういうふうになっ

たよというところが少し私、思い出せなくているんですね。ですから、２年前の予算のと

きはまだ決まってはいなかったんです。２つの見積もりという段階であったんですけれど

も、その後、どの段階で市川になったんだったかなというのが少し思い出せなくているん

です。その辺少し、もしあれでしたらお聞きしたいなということ。その後、今、不燃物を

持っていっている状況といいますか、そういうところを少し説明していただきたいと思い
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ます。

○管理者（野崎重弥） 今、議員から御指摘いただきましたように、小金井市のごみを受

け入れていくというときの明確な基準というものもつくっていくことが必要ではないかと

いう御指摘でございます。

私どもは、今回ごみの受け入れを判断させていただきました１つといたしまして、広報

がお手元にあると思いますけれども、ここで小金井市と国分寺市の覚書その２という形に

なっております。その１は、御承知かとも思いますけれども、その前の段階で、昨年、小

金井市が国分寺市にごみの焼却を依頼するときに交わした覚書がその１になるわけでござ

いますけれども、その中でも国分寺市と小金井市は一定の方向性を示して、次年度以降、

引き続き焼却をするということであれば、その一定課題をクリアしてくれということに

なっておりました。それが今般、その２の中で新たな覚書ということになって、来年８月

までという広域支援の覚書がなったわけでございます。

ですから、私どもは、今後も国分寺市と小金井市がまず主体的に将来構想を持って、ど

うごみの焼却処理をしていくのかということについての基本的な方向性を見定めさせてい

ただく、このことが第一義的にあるだろうと思っております。そういったものが私どもの

２０年４月以降のごみの受け入れを考える際の大きな指針の１つになるだろうと思ってお

りますので、私どもは、小金井市、国分寺市のこういった覚書から始まる協議の行く末、

また、小金井市内におけるごみ処理場の予定地等々、幾つかあるわけでございますけれど

も、そういったものを参考にさせていただいてまた管理者会議の中で議論をしてまいりた

いと思っております。

○技術課長（櫻井茂伸） それでは、可燃ごみの０．９％増ということでお話ししたいと思

うんですが、基本的には関係３市からこの数量は出していただいた形になっておりますが、

私どもで少し確認しましたところ、平成１８年の２月１日と平成１９年の２月１日の比較

ですと、人口にして３市の合計で約５，０００人ほどふえておられます。直接的な原因は

はっきりは定かではないんですけれども、こういうことが起因しているのではないかと思

われています。

○資源推進課長（涌井敬太） １１月、１２月、１月の軟質系プラスチック類の焼却量の

差ということについて、行政報告の４ページの表３－３をごらんいただきたいのですが、

こちらに不燃ごみの搬入状況というのが記載されております。１１月に比べまして１２月、

１月は１００トン少し搬入量がふえております。この搬入量がふえている関係で１２月、
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１月の軟質系プラスチック類の焼却量が相対的にふえた。１月に関しましてさらにふえて

いるのは、１２月中に搬入量が多いものですから全量が処理できなくて、１月にまたがっ

て処理をした分がございます。その分を合わせまして１２月よりも１月が多いと御理解い

ただけるとありがたいんですが。

それから、再利用で２社というお話ですが、勝田ともう１社、現在やっている株式会社

市川環境エンジニアリングの方法が違っておりまして、勝田は固形燃料だけですね、株式

会社市川環境エンジニアリングは固形燃料にした後、セメントとして利用するという方法

で、２社から見積もりをとりまして、この株式会社市川環境エンジニアリングの方が価格

的に安く、さらに最終的な再利用もされているということでこちらの会社に決定いたしま

して、現在そのまま継続させていただいているという状況でございます。

○議長（相馬和弘） 小野議員、再質問は。

○８番（小野幸子） 小金井市の件は、どうぞそのようにしていただきたいと、しっかり

と協定を結んでやっていただきたいと思います。

それで、単なる人口増という、単なるって申しわけない、人口増だけがということなん

ですね。そうすると、各市から上がってきたその数字に基づいた量で計算した。それで、

０．９％ということになるわけですか。そうすると、やはりここでかなり少なくない増加で

す。人口増というのは確かにあると思いますけれども、やはり人口増になっても減量とい

うことではかなり積極的に各市ともやっていく必要があると、もちろんやっていると思い

ますけれども、そういうことではそのことはわかりました。

それで、勝田から市川になって、そこで決定したというところがいつごろだったのか、

そこら辺が少し、ごめんなさい、お願いします。

○資源推進課長（涌井敬太） 大変失礼しました。決まった時期は、平成１７年４月から

進めておりまして、見積もり合わせをしましたのは平成１７年の３月中のことでございま

す。

○８番（小野幸子） そうすると、平成１７年の５月議会当たりに報告はしていただいて

いるんですか。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

○８番（小野幸子） そうですか。すみません。ありがとうございました。わかりました。

結構です。

○議長（相馬和弘） ほかに質疑ございますでしょうか。
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（相馬和弘） 以上をもって施政方針及び行政報告に対する質疑を終結いたします。

○議長（相馬和弘） 続きまして、「日程第１０、議案第１号、柳泉園組合職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例の専決処分について」を議題といたします。

それでは、提案理由の説明を求めます。

○管理者（野崎重弥） 議案第１号、柳泉園組合職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例の専決処分についてでございますが、本議案は、平成１８年１２月、組合の関係市

におきまして東京都の人事委員会勧告に準じ、職員の給与に関する条例の一部が改正され

ました。その内容を参考にいたしまして、柳泉園組合は平成１８年１２月２５日、本条例

の一部を改正し、給与改定について専決処分し、同日公布いたしました。

詳細につきましては事務局より御説明申し上げますので、よろしくお願い申し上げます。

○議長（相馬和弘） 補足説明を求めます。

○総務課長（大野常雄） 補足説明を申し上げます。

本条例につきましては、東京都人事委員会におきまして官民格差の実態を反映し、公民

格差を是正する勧告を行い、組合の関係市におきましてもその趣旨を尊重し、昨年１２月、

職員給与の改正が行われております。このため、関係市の状況を参考に当組合職員の給与

改定を実施するため、条例の一部を改正させていただいております。

次に、条例改正の内容ですが、関係資料として議案第１号資料、柳泉園組合職員の給与

に関する条例の一部を改正する条例、新旧対照表を添付させていただいておりますので、

ごらん願います。

初めに、１ページの第８条第３項及び第４項の扶養手当の改正ですが、配偶者、または

配偶者がいない場合の子１人につきましての手当１万４，５００円を１，０００円引き下げ、

１万３，５００円に改めております。

次に、２ページに記載の第９条の２第２項の調整手当ですが、東京都の地域手当の上げ

幅に準じ、１０％を１％引き上げ、１１％に改めました。

次に、３ページに記載の別表第４条関係の給料表につきましては記載のとおりでござい

ます。

続きまして、４ページの附則ですが、第１項の条例の施行期日は平成１９年１月１日と

しております。
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次に、第２項の期末手当の特例でございますが、このほどの給与改定に伴いまして公民

格差は調整が必要であることから、平成１９年３月に支給する期末手当に限りまして一般

職の職員の期末手当１００分の３０を１００分の２７に引き下げ、再任用職員につきまし

ても１００分の１５を１００分の１３に引き下げるものでございます。

続きまして、関係資料として提出させていただいております平成１８年度給与改定の概

要をごらん願います。

１ページの１、給与改定率は給料と手当の合計で０．３１％、１，３４４円の引き下げでご

ざいます。

次に、２、適用年月日は記載のとおりでございます。

次に、３、改定の内容は改定後の平均給料額等を記載しております。

次に、４、配分内容及び５、初任給等の内容は記載のとおりです。

次に、２ページの６、諸手当の改定でございます。

（１）の扶養手当につきましては記載のとおりです。

次に、（２）の調整手当１８％になっておりますが、東京都の地域手当の平成２２年度

における率を参考に記載したもので、関係市の改定後の地域手当につきましては、清瀬市

は１２．４％、東久留米市及び西東京市は１３％の支給率と伺っております。

なお、東京都の地域手当の上げ幅に準じ、調整手当１０％を１１％に引き上げるため、

初めに公民格差分の給与改定０．３１％の引き下げを行い、次に、調整手当の引き上げ１％

相当分として給料月額全体を０．９％引き下げております。このため、改正後の給料は表上

で１．０５％、実質で１．０８％の引き下げとなっております。

次に、住居手当、通勤手当については記載のとおりです。

なお、先ほど申し上げましたとおり、給与改定に伴う公民格差の調整のため、平成１９

年３月期の期末手当につきましては引き下げをいたします。

次に、３ページの国及び都の給与改定状況と比較及び４ページの再任用職員の給与改定

の内容は記載のとおりです。

なお、給与改定につきましては、職員組合と協定書を締結し、１２月２５日に専決処分

をさせていただきました。

説明は以上でございます。よろしくお願い申し上げます。

○議長（相馬和弘） 以上で提案理由の説明は終わりました。

これより質疑をお受けいたします。
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（相馬和弘） 質疑なしと認めます。

以上をもって議案第１号、柳泉園組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の

専決処分についての質疑を終結いたします。

これより議案第１号、柳泉園組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の専決

処分について討論をお受けいたします。

討論がある場合、まず原案に反対の方の討論をお受けいたします。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（相馬和弘） 討論なしと認めます。

以上をもって討論を終結いたします。

これより議案第１号、柳泉園組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の専決

処分について採決いたします。

原案賛成者の挙手を求めます。

〔賛成者挙手〕

○議長（相馬和弘） 挙手全員であります。よって、議案第１号、柳泉園組合職員の給与

に関する条例の一部を改正する条例の専決処分については原案のとおり承認されました。

○議長（相馬和弘） 「日程第１１、議案第２号、柳泉園組合助役の給与に関する条例の

一部を改正する条例」を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

○管理者（野崎重弥） 議案第２号、柳泉園組合助役の給与に関する条例の一部を改正す

る条例の提案理由について御説明申し上げます。

本議案は、平成１９年度に支給する助役の期末手当について、関係市の財政状況を考慮

し、前年度に引き続き、平成２０年３月３１日までの間、本条例第５条第２項の規定にか

かわらず期末手当の１２％を減額し、１００分の８８に相当する額を支給するため御提案

申し上げるものでございます。

御審議を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

○議長（相馬和弘） 以上で提案理由の説明は終わりました。

これより質疑をお受けいたします。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（相馬和弘） 質疑なしと認めます。

以上をもって議案第２号、柳泉園組合助役の給与に関する条例の一部を改正する条例の

質疑を終結いたします。

これより討論をお受けいたします。

討論がある場合、まず原案に反対の方の討論をお受けいたします。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（相馬和弘） 討論なしと認めます。

以上をもって討論を終結いたします。

これより議案第２号、柳泉園組合助役の給与に関する条例の一部を改正する条例を採決

いたします。

原案賛成者の挙手を求めます。

〔賛成者挙手〕

○議長（相馬和弘） 挙手全員であります。よって、議案第２号、柳泉園組合助役の給与

に関する条例の一部を改正する条例は原案のとおり可決されました。

○議長（相馬和弘） 「日程第１２、議案第３号、柳泉園組合退職手当支給条例の一部を

改正する条例」を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

○管理者（野崎重弥） 議案第３号、柳泉園組合退職手当支給条例の一部を改正する条例

の提案理由について御説明申し上げます。

本議案は、平成１８年度に支給する退職手当については、西東京市及び東京都市町村職

員退職手当組合に加入している清瀬市、東久留米市の支給状況と均衡を保つため、本条例

の一部を改正いたしたく御提案申し上げるものでございます。

詳細につきましては事務局より御説明申し上げますので、御審議を賜りますようよろし

くお願い申し上げます。

○議長（相馬和弘） 補足説明を求めます。

○総務課長（大野常雄） 補足説明を申し上げます。

本条例につきましては、西東京市及び東京都市町村退職手当組合に加入しております清

瀬市、東久留米市において平成１８年度の退職手当額算定の特例措置が設けられたため、

当組合職員と関係市職員の均衡を保つため、退職手当支給条例の一部を改正するものです。
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条例改正の内容につきましては、関係資料として議案第３号資料、柳泉園組合退職手当

支給条例の一部を改正する条例、新旧対照表を添付させていただいておりますので、ごら

ん願います。

初めに、１ページの附則、第３項の平成１８年度の退職手当算定の特例でございます。

平成１９年１月１日から同年３月３１日までに退職した者の第９条の規定 これは計算

の基礎となる給料月額でございますが の基礎による退職手当の計算の基礎となる給料

月額は、柳泉園組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例による改正前の柳泉園

組合職員の給与に関する条例に規定する給料月額を適用する。上記の期間、要するにこの

１月１日から３月３１日に退職する者については平成１８年の１２月３１日現在の給料月

額により退職手当を算出するということをこちらに載せさせていただいたものでございま

す。

なお、この条例は公布の日から施行し、平成１９年１月１日から適用するものでござい

ます。

説明は以上でございます。よろしくお願い申し上げます。

○議長（相馬和弘） 以上で提案理由の説明は終わりました。

これより質疑をお受けいたします。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（相馬和弘） 質疑なしと認めます。

以上をもって議案第３号、柳泉園組合退職手当支給条例の一部を改正する条例の質疑を

終結いたします。

これより討論をお受けいたします。

討論がある場合、まず原案に反対の方の討論をお受けいたします。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（相馬和弘） 討論なしと認めます。

以上をもって討論を終結いたします。

これより議案第３号、柳泉園組合退職手当支給条例の一部を改正する条例を採決いたし

ます。

原案賛成者の挙手を求めます。

〔賛成者挙手〕

○議長（相馬和弘） 挙手全員であります。よって、議案第３号、柳泉園組合退職手当支
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給条例の一部を改正する条例は原案のとおり可決されました。

○議長（相馬和弘） 「日程第１３、議案第４号、東京都市町村議会議員公務災害補償等

組合規約の改正について」を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

○管理者（野崎重弥） 議案第４号、東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約の改

正についてでございますが、本議案は、地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、

当組合が加入しております東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約の収入役に係る

規定を改めるため、地方自治法第２９０条の規定に基づく議会の議決を経て、同組合規約

を整備する必要がございますので、御提案申し上げるものでございます。

詳細につきましては事務局より御説明申し上げますので、御審議を賜りますようよろし

くお願い申し上げます。

○議長（相馬和弘） 補足説明を求めます。

○総務課長（大野常雄） 補足説明を申し上げます。

改定の内容ですが、関係資料として議案第４号資料、東京都市町村議会議員公務災害補

償等組合規約の一部を改正する規約、新旧対照表を添付させていただいておりますので、

ごらん願います。

初めに、第９条の見出しを改めまして、同条第５項を「組合に会計管理者を置き、管理

者が任免する。」に改めるものでございます。

次に、この規約は東京都知事の許可のあった日から施行し、平成１９年４月１日から適

用するものでございます。

説明は以上でございます。よろしくお願い申し上げます。

○議長（相馬和弘） 以上で提案理由の説明は終わりました。

これより質疑をお受けいたします。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（相馬和弘） 質疑なしと認めます。

以上をもって議案第４号、東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約の改正につい

ての質疑を終結いたします。

これより討論をお受けいたします。

討論がある場合に、まず原案に反対の方の討論をお受けいたします。
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（相馬和弘） 討論なしと認めます。

以上をもって討論を終結いたします。

これより議案第４号、東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約の改正についてを

採決いたします。

原案賛成者の挙手を求めます。

〔賛成者挙手〕

○議長（相馬和弘） 挙手全員であります。よって、議案第４号、東京都市町村議会議員

公務災害補償等組合規約の改正については原案のとおり可決されました。

○議長（相馬和弘） 「日程第１４、議案第５号、平成１８年度柳泉園組合一般会計補正

予算」を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

○管理者（野崎重弥） 議案第５号、平成１８年度柳泉園組合一般会計補正予算の提案理

由について御説明申し上げます。

本議案は、現予算を見直しまして歳入歳出予算をそれぞれ調整する必要がございました

ので、現予算の総額３４億９，４２４万３，０００円に対し、歳入歳出それぞれ１億６，２１６

万７，０００円を追加させていただくため、御提案を申し上げるものでございます。

詳細につきましては事務局より御説明申し上げますので、御審議を賜りますようよろし

くお願い申し上げます。

○議長（相馬和弘） 補足説明を求めます。

○総務課長（大野常雄） 補足説明を申し上げます。

議案第５号、平成１８年度柳泉園組合一般会計補正予算と題した書類をごらん願います。

今回の補正予算は、最終調整をさせていただく内容でございます。

初めに、２ページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算補正は、款項の区分における予算の補正です。１、歳入及び２、

歳出の款項の補正額につきましては、それぞれ記載する金額の調整をお願い申し上げます。

次に、第２表、債務負担行為補正は、本年度の契約額変更による限度額の変更です。そ

れぞれ記載する金額に変更をお願い申し上げるものでございます。

次に、５ページをお開き願います。歳入歳出補正予算事項別明細書でございますが、１、
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総括につきましては表に記載のとおりでございます。

次に、６ページをお開き願います。

６ページ記載の２、歳入ですが、款２使用料及び手数料、項１使用料は３５０万円の増

額です。

目１施設使用料、２節プール使用料及び３節浴室使用料は、宣伝等の効果により当初の

予測に比べ、プールが４．３％、浴室が６．５％ふえる見込みでございます。

項２手数料、目１ごみ処理手数料は３，２５５万円の増額です。搬入量が当初の予測量１

万５，４００トンに対し、１，１２３トン、７．２％ふえる見込みでございます。

次に、款６諸収入、項２雑入は１億２，６１１万７，０００円の増額ですが、目１雑入の１

節資源回収物売払は、リサイクルセンターで選別回収するアルミ缶、スチール缶及びペッ

トボトルなど、市場の値上がりによりまして、当初に予定した契約単価を超えて契約する

ことができました。また、回収物量等もふえております。

次の２節回収鉄等売払につきましても、市場の値上がり等によりふえております。

次に、３節電力売払につきましては、昨年１０月から清瀬市及び東久留米市における

「その他プラスチック」の資源化により発電量に影響があるものと考慮いたしましたが、

クリーンポートの効率的運転等により発電電力の確保に努めまして、当初の予定よりふえ

る見込みでございます。

次に、８ページをお開き願います。３、歳出でございます。

款２総務費、項１総務管理費は４２７万５，０００円の減額ですが、目３施設管理費

１５７万５，０００円の減額は、１３節委託料の電波障害対策業務委託における対策棟数が

減ったことによるものでございます。

次に、目４厚生施設管理費は２７０万円の減額ですが、節電等により１１節需用費の光

熱水費が減額しております。

次に、款３ごみ処理費、項１ごみ処理費は８，０８６万６，０００円の減額です。

目２ごみ管理費は３，１６１万６，０００円の減額ですが、主なものとしては１１節需用費

消耗品費の薬品の契約単価減によるものと、電力小売自由化により基本料金が約３分の１

になり光熱水費を減額するものでございます。

次に、１２節役務費は、クリーンポート人材派遣業務の契約差金です。

次に、１３節委託料の焼却残渣輸送作業委託は、輸送量減と契約差金です。次の排ガス

排水等分析委託及びクリーンポート定期点検整備補修等設計業務委託は契約差金でござい
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ます。

次に、目３不燃ごみ等管理費は２，４５０万円の減額ですが、１１節需用費は粗大ごみ処

理施設の定期点検整備費用の契約差金です。また、１３節委託料の減は、不燃物量の減に

よるものでございます。

次に、目４資源管理費は１，８７４万円の減額ですが、１１節需用費はリサイクルセン

ターでの定期点検整備費用の契約差金による減でございます。

次に、目５し尿管理費は６０１万円の減額ですが、１１節需用費消耗品費及び光熱水費

はし尿処理量減により減額するもので、修繕料は契約差金でございます。

次に、１３節委託料は契約差金でございます。

次に、款５予備費の２億４，７３０万８，０００円の増額は、歳入歳出予算の増減額を差し

引きし、追加をお願い申し上げるものでございます。

なお、予備費には、平成１９年度の負担金で精算されます平成１７年度分の私車処分費

として９，６２５万２，０００円が含まれております。

説明は以上でございます。よろしくお願い申し上げます。

○議長（相馬和弘） 以上で提案理由の説明は終わりました。

これより質疑をお受けいたします。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（相馬和弘） 質疑なしと認めます。

以上をもって議案第５号、平成１８年度柳泉園組合一般会計補正予算の質疑を終結いた

します。

これより討論をお受けいたします。

討論がある場合、まず原案に反対の方の討論をお受けいたします。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（相馬和弘） 討論なしと認めます。

以上をもって討論を終結いたします。

これより議案第５号、平成１８年度柳泉園組合一般会計補正予算を採決いたします。

原案賛成者の挙手を求めます。

〔賛成者挙手〕

○議長（相馬和弘） 挙手全員であります。よって、議案第５号、平成１８年度柳泉園組

合一般会計補正予算は原案のとおり可決されました。
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○議長（相馬和弘） 「日程第１５、議案第６号、平成１９年度柳泉園組合経費の負担金

について」及び「日程第１６、議案第７号、平成１９年度柳泉園組合一般会計予算」は関

連がございますので、一括議題といたしたいと思います。

これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（相馬和弘） 御異議なしと認めます。

それでは、提案理由の説明を一括して求めます。

○管理者（野崎重弥） 議案第６号、平成１９年度柳泉園組合経費の負担金についての提

案理由を御説明申し上げます。

本議案は、柳泉園組合規約第１４条の規定によりまして負担金の算出方法及び負担額に

ついて定めるものでございます。

続きまして、議案第７号、平成１９年度柳泉園組合一般会計予算の提案理由について御

説明申し上げます。

予算総額は、歳入歳出それぞれ３３億３，４６４万６，０００円で、前年度に比べ３，４７２

万２，０００円、１．０％の減でございます。予算編成に当たりましては、柳泉園組合を取り

巻く財政状況が極めて厳しい状況でございますので、財源の確保と経費の節減などにより

まして負担金を少なくすることに努めました。

なお、平成１９年度の主な施策につきましては施政方針で申し上げたとおりでございま

す。

詳細につきましては事務局より御説明申し上げますので、御審議を賜りますようよろし

くお願い申し上げます。

○議長（相馬和弘） 補足説明を求めます。

○総務課長（大野常雄） 補足説明を申し上げます。

初めに、平成１９年度の事業計画は予算見積もりの根拠となっておりますので、予算資

料について御説明申し上げます。

予算書の後に添付しております議案第７号資料、平成１９年度柳泉園組合一般会計予算

資料と題した書類をごらん願います。

１ページ目でございます。こちらに記載の１、組織の人員配置計画ですが、合計欄の職

員５１名は前年度当初に比べ４名減でございます。
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なお、表の下段に外書きで再任用職員４名を記載しております。

次に、２ページをお開き願います。こちらに記載のごみ処理計画ですが、１、搬入予想

量及び施設別処理計画は、各市が予測された量をもとに計画いたしました。可燃と不燃ご

み等の搬入予想量の合計は８万８，５０７トンで、平成１７年度の実績に比べ３％の減です。

この搬入予想量に基づき算出いたしました各施設の稼動日数、処理内訳、最終処分計画量

につきましては、それぞれ表に記載のとおりでございます。

また、可燃ごみ、不燃ごみ等及び資源物の処理計画につきましては、３ページのフロー

シートに記載のとおりでございます。

続きまして、４ページ記載の４、ダイオキシン類測定及びその他分析調査計画ですが、

各測定項目と実施時期、検体数及び排出基準についてはそれぞれ表に記載のとおりでござ

います。

次に、５ページに記載するし尿処理計画ですが、各市が予測された量をもとに計画し、

１、搬入予想量及び処理計画は表に記載のとおりでございます。また、２、し尿水質・臭

気分析調査計画につきましては、分析項目と実施時期をそれぞれ記載する内容で計画して

おります。３、施設の運転に関する下水道排除基準は、施設の稼動に伴う基準でございま

す。

次に、６ページに記載する厚生施設運営計画ですが、野球場を初め各施設の利用期間及

び回数など、また、２、水質分析調査計画は、プール及び浴室の水質を分析する項目と検

体数でございます。内容は記載のとおりでございます。

次に、７ページの主な事業計画ですが、１、東久留米市所有地の購入です。平成１８年

２月に当組合の所有地と東村山市の所有地と交換を行っており、引き続き、現存する東久

留米市の所有地について組合の行政財産として適正に管理を行いたく、同市から土地

２５２．３８平方メートルを購入するものでございます。

場所等につきましては本資料の１０ページをごらん願います。中段の緑色で表示してお

ります土地８２１．１５平方メートルは、平成９年７月、東久留米市と等積交換を行ってお

ります。次に、上段の青色で表示しております土地につきましては、東村山市の所有地と

交換を行った場所でございます。次に、黄色で示しております１と２を合わせました

２５２．３８平方メートルがこのたびの購入予定地でございます。

続きまして、お手数をかけますが、もう一度７ページに戻ります。２、テニスコートト

イレ等設置工事です。現在、設置しておりますトイレは、臭気及び衛生面で利用者からの
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苦情も多いため、新たに設置するものでございます。

次に、８ページ記載の３、ＰＣＢ廃棄物処理委託です。現在、柳泉園クリーンポート内

に保管されておりますＰＣＢを含む高圧コンデンサにつきましては、平成１７年より日本

環境安全事業株式会社にて適正な処理が開始され、安全性において確認されたので、依頼

するものでございます。

次に、４、クリーンポート設備管理台帳システム作成委託です。クリーンポートの設備

機器の情報は書籍等で管理しておりましたが、電子データベース化した設備管理台帳シス

テムを導入し、合理的な維持管理を行うものでございます。

次に、９ページ記載の５、粗大ごみ処理施設スプレー缶処理装置借り上げでございます。

現在スプレー缶は、爆発防止のため手作業で穴あけを行っており、穴あけ時の内容物の飛

散等、作業環境及び周辺環境に影響があるため、処理装置を借り上げ、設置するものでご

ざいます。本装置の処理タンク内は密閉真空のため、溶剤等が外部に飛散せず、防爆対策

として窒素封入を行い酸素濃度を低下させるなど安全に処理することができます。

次に、１１ページには歳出予算を目的別に区分した内容と性質別に区分した内容を一覧

表にまとめました。

また、１２ページには経常的経費と臨時的経費ですが、前年度及び本年度の内容につき

ましてはそれぞれの表に記載のとおりでございます。

次に、１３ページ記載の柳泉園組合負担金の計算方法でございます。負担金の負担方法

と私車の処分費の取り扱いについては、平成１７年度に負担方法の見直しを行っており、

本年度は、前年度に引き続き、見直し後の負担方法で負担金を算出しております。

次に、１４ページの平成１９年度柳泉園組合負担金の計算式について御説明申し上げま

す。

まず、財産的経費ですが、公債費に係る負担は１の計算により、清瀬市及び東久留米市

は４分の１、西東京市は４分の２の負担額でございます。また、議会費、総務費の報酬及

び厚生施設に係る経費は、３市に共通する経費として各市３分の１で負担しております。

次に、２の計算により（２）の金額が各市均等負担割の負担額でございます。

次に、３の経常的経費ですが、共通経費の全額をごみ処理費とし尿処理費の構成比率で

案分し、案分したそれぞれの額をごみとし尿の各経費に加算し、それぞれの搬入割合で負

担することになります。この結果、ごみ分は（３）の計算による金額、し尿分は（４）の

計算による金額になります。
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なお、４の東久留米市環境整備負担金は、清瀬市及び西東京市のごみ及びし尿の搬入割

合で負担し、それぞれ記載する金額となります。

次に、１５ページに記載する５、負担金の表は、財産的経費及び経常的経費それぞれの

内訳と合計金額でございます。

次に、６において東久留米市環境整備負担金を算出し、その後、私車処分費の精算額を

差し引きした額がその下に記載する表でございます。

次に、７の表は、前年度の負担金と比較した内容でございます。

次に、１６ページに平成１９年度の私車処分費の取り扱いについて記載しておりますが、

精算の計算方法は、柳泉園組合のごみ処理手数料に占める処分費相当額をもとに計算して

おります。

１７ページ記載の平成１９年度柳泉園組合未償還債務に関する資料及び１８ページに記

載の平成１９年度償還表ですが、ごみ処理費、し尿処理施設及び厚生施設の平成１９年度

末における債務に関する見込みと平成１９年度の予定でございます。それぞれの金額につ

きましては表に記載のとおりでございます。

続きまして、１９ページ記載の償還表は、施設整備に係る事業債の借入額及び今後の予

定でございます。

なお、平成１８年度末、未償還元金は８１億２，７２５万１，１７３円でございます。

次に、２０ページに記載の基金残高見込みでございますが、３件の基金について表に記

載のとおりでございます。

最後に、２１ページに記載の負担金の将来予測ですが、この予測は、平成１９年度予算

をベースに一定の条件で歳入歳出を計算し、平成２３年度までの負担金を予測いたしてお

るところでございます。

続きまして、予算案について御説明申し上げます。

平成１９年度柳泉園組合一般会計予算と題した書類をごらん願います。

まず、２ページに記載の第１表、歳入歳出予算ですが、予算総額につきましては３３億

３，４６４万６，０００円、前年度に比べ１．０％の減となります。款項の予算額は表に記載の

とおりでございます。

続きまして、３ページに記載の第２表は債務負担行為でございます。

次に、７ページ記載の歳入歳出事項別明細書ですが、１、総括の歳入歳出それぞれの内

容は記載のとおりでございます。
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それでは、８ページから御説明申し上げます。

８ページ記載の２、歳入ですが、款１分担金及び負担金、項１負担金は予算額１９億

７，５４４万８，０００円、前年度に比べ２億１，９３６万９，０００円、９．９％の減です。

なお、各市の負担金につきましては説明欄に記載のとおりですが、前年度に比べ清瀬市

は４，８５９万３，０００円、１１％、東久留米市は５，７９６万円、８．８％、西東京市は１億

１，２８１万６，０００円、１０．２％、それぞれ減となっております。

次に、款２使用料及び手数料、項１使用料は予算額７，０４１万５，０００円、前年度に比

べ３１０万４，０００円、４．６％の増でございます。プール及び浴室使用料がふえておりま

す。項２手数料は予算額５億３，７００万円、前年度に比べ７，０００万円、１４．９％の増で

す。

次に、款３財産収入、項１財産運用費収入は科目存置でございます。

なお、基金につきましては安全を最優先に管理いたしてまいります。

次に、款４繰入金、項１基金繰入金ですが、予算額８，８３８万５，０００円は、職員退職

給与基金を取り崩し、定年退職による職員３名の退職金に充当させていただく予定でござ

います。

次に、１０ページ記載の款５繰越金、項１繰越金は予算額４，４００万円、前年度に比べ

９，４００万円、３０．３％の増でございます。

次に、款６諸収入、項１組合預金利子は科目存置でございます。

項２雑入は予算額２億５，９３９万６，０００円、前年度に比べ４，０５５万２，０００円、

１８．５％の増です。特に、資源回収物売払等は、契約単価の関係により４，１７９万

８，０００円、３８．５％の増でございます。

次に、１２ページから記載の３、歳出について申し上げます。

初めに、款１議会費、項１議会費は予算額５０６万７，０００円、前年度と同額でござい

ます。

次に、款２総務費、項１総務管理費は予算額５億９，６５９万４，０００円、前年度に比べ

３，９９０万４，０００円、６．２％の減でございます。

目１人件費は２億６，０８５万３，０００円、前年度に比べ５，８７１万５，０００円、１８．３

％の減です。主に退職手当を除く一般職人件費の３，１３５万４，０００円、１８．２％の減が

ございます。

なお、現在、関係市に、組合の収入役を会計管理者に改めるため組合規約の一部改正を

５４



お願いしており、本年４月以降、収入役が不在となるため、１節報酬に収入役報酬は計上

しておりません。

次に、１４ページ記載の目２総務管理費は１億１，４４１万３，０００円、前年度に比べ

１，６６１万１，０００円、１７．０％の増でございます。増額の主なものは、１７節公有財産

購入費の組合敷地内東久留米市所有地の土地購入費でございます。

次に、１６ページ記載の目３施設管理費は７，７４８万７，０００円、前年度に比べ４６万

９，０００円、０．６％の減でございます。

次に、目４厚生施設管理費は１億４，４１４万１，０００円、前年度に比べ２６６万

９，０００円、１．８％の増でございます。

なお、増額の主なものは、次の１８ページに記載の１５節工事請負費のテニスコートト

イレ等の設置工事費でございます。

次に、款３ごみ処理費、項１ごみ処理費の予算は１４億９，２５３万４，０００円、前年度

に比べ１，２３２万７，０００円、０．８％の減でございます。

目１人件費は、技術課と資源推進課に配置される職員分ですが、職員数は前年度に比較

して２名減となっております。

次に、２０ページ記載の目２ごみ管理費は、クリーンポート施設にかかわる予算ですが、

予算額は６億９，２５５万１，０００円、前年度に比べ６，１２９万５，０００円、９．７％の増で

す。増額の主なものは、１１節需用費の修繕料、１３節委託料のＰＣＢ廃棄物処理委託及

びクリーンポート設備管理台帳システム作成委託の増でございます。

次に記載の目３不燃ごみ等管理費は、不燃及び粗大ごみの処理にかかわる予算ですが、

予算額は２億３，１３１万２，０００円、前年度に比べ４，０５６万５，０００円、１４．９％の減

でございます。

なお、減額の主なものといたしましては、２２ページ記載の１３節委託料の不燃物再利

用委託料の減でございます。

次に記載の目４資源管理費は、資源物の処理にかかわる予算ですが、予算額は１億

６，２２７万４，０００円、前年度に比べ３，３９５万円、１７．３％の減でございます。主に

１１節需用費のリサイクルセンターの定期点検整備の修繕料が減となっております。

続きまして、目５し尿管理費の予算額は５，４４４万５，０００円、前年度に比べ５７２万

６，０００円、９．５％の減でございます。し尿の搬入量減により１１節需用費の光熱水費が

減額しております。
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次に、２４ページの款４公債費、項１公債費の予算額は１０億９，８４５万１，０００円で

すが、目１元金は前年度に比べ２，０８６万９，０００円の増でございます。前年度と比較い

たしますと、各施設の借り入れの償還元金がふえております。

なお、目２利子は、前年度に比べ２，１３６万円の減となっております。

元金と利子との差し引きの結果、公債費は４９万１，０００円の減となっております。

次に、款５予備費の予算額は１億４，２００万円、前年度に比べ１，８００万円、１４．５％

の増となっております。

なお、平成２０年度に精算する予定の私車処分費１億２，１４４万３，０００円が含まれて

おります。そのほか不測の事態に対応するための費用を留保させていただいております。

次に、２６ページから２９ページまでは給与費明細書でございます。

また、３０ページの債務負担行為に関する調書及び最後の３１ページに記載する地方債

に関する調書につきましてはそれぞれ表に記載のとおりでございます。

説明は以上でございます。よろしくお願い申し上げます。

○議長（相馬和弘） 以上で提案理由の説明は終わりました。

これより一括して質疑をお受けいたします。

○１番（並木克巳） それでは、簡潔にお伺いしたいと思います。

平成１９年度予算は先ほどから、管理者が言われているとおり、構成市の財政事情を踏

まえながらさまざまな努力をされているという形で、評価をしたいなと思っております。

しかしながら、効率的な運営に関しての投資もしているということでございますから、平

成１９年度、さまざまな努力、また、成果が出ることを願っているわけでございますけれ

ども、その中の負担金の関係に関して１点伺いたいなと思っております。

大幅に負担金というものが今回減っているということであります。まず、大まかには理

由を述べられておったんですけれども、具体的にわかりやすく教えていただければなとい

うことと、以前、処理単価の手数料ですか、費用の改定を行っているんですけれども、そ

ういったものも影響しているのかと、そういうことで伺えればなと思っております。

あわせまして、施政方針の中で、平成１８年度、資源化の先行導入、清瀬、東久留米市

がやったと、その還元をしていきたいということを述べられておりまして、それが平成

２０年度になるということであります。ただいまお示しされました今後の負担金の想定と

いうのもここに示されたわけですけれども、平成２０年の負担額というのは各市それぞれ

伸びているということであります。どういった計算で先行導入の還元分というのがここに
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反映してくるのか、もう既に反映されたものがここに示されているのか、そこら辺の考え

方をお伺いしたいなと思います。

あと最後に、設備管理台帳システムというものを今回新たに導入されるということでご

ざいますけれども、その中に経費の節減と効果があるということでうたわれておりますが、

現状との違いという部分でどういったところからその効果が生まれてくるのか、どのよう

にそこら辺を見定めていくのか、お伺いしたいなということと、今回の費用というのがイ

ニシアルのコストの部分なのか、新しい制度ですから何年間にかかってシステムがこの組

合の中でうまく運営できるときまでランニング費用というか、そういったものがかかって

くるものか、その点に関してお伺いしたいと思います。

○総務課長（大野常雄） 負担金の関係でございます。当初予算の中でお話し申し上げま

したように、歳入の部分については、やはりきちんと平成１７年度分を吸収した形で計上

していくということがまず１点あります。

それから、歳出部分については、従前からしていたんですけれども、今回については特

に平成１７年度の決算における契約額ですか、それを平成１９年度の中で反映していくと

いうことで落としております。

あと、雑入等に関係してくるんですけれども、資源物の売り払いが平成１８年度当初と

比較いたしまして数倍にわたってその分の金額が高騰しているというのが、やはり関係各

市の負担金にも影響を与えているのではないかなというのが私の考え方でございます。

処理単価についても、当初私どもでは、平成１８年１０月からごみ処理手数料を値上げ

して、その金額によってごみの持ち込み量が減るのかなということで予想はしていたんで

すけれども、先ほどの補正予算の中で申し上げましたとおり、その分についても私どもに

は一定の金額がやはり入ってくるということで、そういった金額を相殺していった中で各

市の負担金がそれだけ軽減されたというのが当方の考え方でございます。

それと、平成２０年度でございますが、先ほど申し上げましたように、平成１８年度の

減量効果については平成２０年度の負担金に反映させるということは言っているわけでご

ざいますが、今期、３月でまだきちんと最終的な量が出ていないものですから、あくまで

もこれは現状の中で、それで、平成１８年度の分がきちんと算出されれば、これはきちん

と平成２０年度に反映していきたいという考え方でおります。

○技術課長（櫻井茂伸） それでは、設備台帳管理システムですが、こちらは、私どもも

う約７年ぐらい運転してきた中で、議会の中でも御指摘いただいているように、なかなか
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経費の仕方が少し一般的でない部分があるかと思いまして、それを今までデータベース化

をしていなくて書籍で管理していたものがあるものですから、まずそれらをデータベース

化しようということになります。それで、今、民間企業では当然のことですけれども、バ

ランスシート、財務諸表をそういう形に取り入れまして、それらを、最終的には経費、そ

れからもともとかかっている財産ですね、それがいかに数字的にあらわせて皆さんに御提

示できる形になるかということを一応考えております。

それで、これを構築しようということで先ほどから、管理者から話がありましたけれど

も、運営に関してもこれからは当然そういうものが、もしクリーンポートの運転を民間委

託した場合、当然、委託会社はそういうものを持って私どもと交渉になると思います。そ

のときに私どもとしてはそういうものがないと相対応してお話ができないという部分があ

ると思いましたので、一応今回こういうシステムを導入させていただこうと思っておりま

す。

それから、イニシアルなんですが、今これ約１，０００万円近い予算という形で出ている

んですけれども、せっかく今まで私どもで職員が見積もり計算をやってまいりました部分

と、それから７年間一応データは蓄積をしております。そのデータをただ捨ててしまうの

はもったいないものですから、今年つくるときにその７年間のデータも含めて全部見直し

をかけて、そしてそれを将来に反映するという形でやっておりますので、恐らく平成２０

年度にはおよそ半分以下の予算で計上させていただく形になると思います。

○１番（並木克巳） ありがとうございました。

負担金に関しては、今の説明で大体確認できたかなと思っておりますけれども、さまざ

まな要因があって、また、努力があって負担金が軽減されているかなと受け取りました。

あわせて、設備管理台帳に関しましては、今のお話の感じですと、財務諸表的なことま

でカバーする物すごいシステムなのかなと、バランスシートの話まで出てきたものですか

ら、そういったことも網羅するシステムということで受けてよろしいんでしょうか。逆に

そういった諸表を今後の議会の中でお示しいただけると、非常にいろんな意味でわかりや

すい資料になるかなと思うんですけれども、そういうことにも反映できるということで

しょうか。

○技術課長（櫻井茂伸） なかなか最初、役所となじまないところがあるんですが、よく

税務署で元帳とか、そういう形になって、最初には財務諸表という形から財務指標、最終

的には財務分析、民間ですと営業利益という形になるんですけれども、一応そういう形を
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目指してやっていきたいと思っております。

○議長（相馬和弘） ほかに質疑ございませんか。

○３番（上田芳裕） 私ばかりしゃべっていると時間があれですので、簡潔に３点だけお

願いします。

負担金の減額ですが、減額されることは決して悪いことではなくて、いいんですけれど

も、決算ベースに負担金の計算をしているというお話がありました。今までに負担金を減

額したことあったのかなと思いながらも少し質問したいなと思うんですけれども、今回の

負担金の減額の理由ですね、今までもあって今までどおりの計算の考え方で基本的に変

わっていませんよと、たまたま今回は減額があって、それが少し目立つと言うとおかしい

ですけれども、私は少し気になったということなのかなと思いますけれども、その辺もう

少し詳しく説明していただければありがたいなと。

それから、クリーンポートの設備管理台帳システムですが、財務諸表という考え方を取

り入れるということでありますけれども、そうすると、今までそういう考え方に立って処

理していなかったと、こういうことなんでしょうけれども、その業務内容が少し民間企業

の考え方とは違うのかもわかりませんが、もう少し早くそういう考え方が取り入れられな

かったのかなと、そういう思いもして聞いておったんですが、今回の財務諸表の考え方を

取り入れるそのきっかけというのは結局何であったのか。遅かったのか、それともこの業

界の中 この業界というのは、こういういわゆるごみ処理のシステムを運営している、

事業をしている柳泉園組合としてはむしろ先行する形になるのかどうか、その辺の考え方

を少しお尋ねしたいと思います。

それから、給与体系の話が資料も出ています。これは詳しいことは少しチェックしてい

ないのであれですけれども、基本的には東京都の都表に移行する形で手当等も見直しをし、

あるいは基本的なベース、基本的な考え方を見直しして東京都の都表に移行する形で今回

こういう整理をしたと、整理をしたと言うとおかしいけれども、今までの給与のあり方と

いうもの、それを見直したと、そういうふうにとらえてよろしいのかどうなのか、少し表

を全部チェックしていないのであれですけれども。

その３点だけお願いします。

○管理者（野崎重弥） 柳泉園の負担金の関係について私から御答弁をさせていただきた

いと思います。

今回の予算編成いたしますときに、構成各市、とりわけ私どもが一番財政的には厳しい
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のかなとは思いますけれども、負担する側、負担金を出している市は、予算編成をいたし

ますときに、まず一部事務組合の負担金というものは先取りをいたします。つまり、それ

が多ければ多いほど投資化の財源として回す額が減っていくわけでございます。

一方、恐らく上田議員のことですからもうお気づきになったと思いますけれども、先ほ

ど御議決をいただいた最終補正で、ほとんどがマイナスの最終調整になっています。それ

で、それをどこで調整しているかと申しますと、予備費で２億４，７００万円、ここに繰り

入れているわけでございます。

つまり、いただいた負担金を初めとして柳泉園組合が歳入として見ていくものというも

のについては、確かに資源の売り払いですとか、入札をしてみませんと確定しないものと

いうものはたくさんございます。例えばペットボトルは当初予定をしていた金額よりもは

るかに高い価格で売れておりました。なおかつ、アルミ缶等につきましても鉄の缶につき

ましても平成１８年度は大変高く売却ができた、それも事実でございます。なおかつ、柳

泉園が発電をいたしております発電量につきましても、昨年１０月から清瀬市と東久留米

市で容器包装リサイクル法、その他プラスチック類の処理に伴います分別収集を始めまし

た。当初は、熱カロリーが落ちてくるだろう、つまり発電量が減るだろうという予測をい

たしておりました。そういったものも含めて、正直申し上げまして、歳入はなるべくかた

く見る、歳入欠陥があってはならないということでかたく見てきたのも事実でございます。

しかしながら、冒頭お話を申し上げましたように、構成各市、財政運営上、大変な時期

にある、そのときに柳泉園として内部的な努力として何ができるのかと申しますと、歳入

の適切な確保と、予測をなるべく実数値に近づけていく、そのような努力をしてほしいと

いうことを私から助役に話をいたしました。以降、内部的にさまざまな協議があったと聞

いております。その中では、先ほど議員から御指摘いただきましたように、ことしこう

いった形で負担金が減るということについて、では、今までどういう状況だったのかとい

う御指摘も受けかねないということもそれは考えました。しかしながら、現下の状況や今

後の柳泉園組合としての取り組むべき方向ということは、やはり最小の経費で最大の効果

を上げていく内部体質もつくると同時に、予算編成においてもきちんとした方向性を持ち

ながらなるべく費用の圧縮、削減に努めていく、そういった方向を出せた予算であったと

私は思います。確かに、来年度またふえる、その次の年はまた減るかもしれないという形

になるわけでございますけれども、やはりそれはそれとしてきちんと柳泉園側が構成３市

に御説明を申し上げ、ことしはこういった形の御負担をお願いしたい、来年は少しふえる
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とか減るとか、そういったことを前もって協議させていただきながらきちんとした御説明

も申し上げ、内部的な努力もさせていくということで今回こういった予算編成をとらせて

いただいたわけでございます。

今回初めてこういった形をとらせていただいたわけでございますけれども、その辺の意

のあるところはぜひお酌み取りいただきたいと思っておりますし、構成各市の事務連絡協

議会に対しましても今回こういった形の予算編成をさせていただく、なおかつ来年度も減

るとは限らない、ふえることもある、そういった御説明もきちんとさせていただきながら、

私どもとしては最大限の努力をさせていただいたと思っております。

○技術課長（櫻井茂伸） 設備台帳の関係ですが、先ほどの財務諸表の考え方ということ

だったんですけれども、考え方としてはここをつくったときにはございました。ただ、ま

だその当時は、これに対して見積もりも、要するに国土交通省の数字を使って、これが例

えば高いとか安いとかいう判断程度しかできていなかったのも事実です。それがこういう

形で、今御存じのようにＰＦＩとか、あとＰＰＰですか、そういう形で公設民営があった

り民設民営があったりの中で、やはり役所も民設になってきたときに、先ほどたしか白石

議員がおっしゃったように質ですね、要するにそのときに、これからでは本当に民間委託

したときに、それに対峙して管理をしていかなければいけないというときに、今ちまたの

コンピューターのソフトでも財務諸表という簡単なものが出ていると思いますけれども、

そういうものがもう今当たり前になってきている状況でございます。柳泉園としては３年

ほど前から取り組んでいたんですけれども、なかなかやはり事例がなかったんですが、こ

こへ来てかなり清掃工場もＰＦＩという形で、もう１０年、１５年という形で民間にすべ

て委託をしているという形が出てきたときに、やはり今までの形でやっていると役所とし

て対峙できないという考え方がございまして、そういうことで今回導入させていただいて

おります。

それで、こういう考え方は結構、下水道の方は何かかなり前からあったようなんですけ

れども、ごみ処理関係については、ここ２、３年かなりそういう形で出てきているという

のが現状のようです。

○総務課長（大野常雄） まず、職員の給与の見直しにつきましては、現行は年齢等を考

慮した給与体系となっております。職務と責任に応じた職務給に改めてまいりたいと考え

ているところでございますが、当初、この対応については平成１８年度中に実施すること

を目標に検討してきたところでございますが、前提となります評価基準等が整わなかった
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ということで、平成１９年度にこのことを含めて懸案事項として取り扱った中でこれを解

決していきたいというのが現行の考え方でございます。

それと、基本的には東京都及び関係市の給与体系を参考にして、柳泉園の給与について

は見直しを進めていきたいと考えているところでございます。

それから、特殊勤務手当の件でございますが、特殊勤務手当、本来は対象となる業務に

従事した場合ごとに支給されるものでございます。これは地方自治法の中にも書いてござ

います。その職にあることにより支給されるものではないということから、本来は個々の

職務の特殊性に応じて、原則としては日額、または件数当たりで額を支給することが適当

であるということもこれは承知しております。

ただ、今までの当組合の現場作業手当、業務手当、技術手当等については、やはり当時

の職務の著しく危険とか不快とかということも含めて経過的に置いてきた手当なものです

から、こちらについてはやはりその勤務の実態等を考えて、支給方法が適切であるかどう

かも含めて検討して、特殊勤務手当等の見直しを行っていきたいと考えているところでご

ざいます。

すべての特殊勤務手当が対象とならないということではなくて、本来の特殊勤務手当の

中では、先ほど言いましたように著しく危険な場合とか不快な場合とか不健康または困難

な業務と、こういったものについては設けることとなっておりますので、そういった職務

の内容等を含めて検討していきたいと考えているところでございます。

○２番（白石玲子） それでは、何点か質問させていただきたいと思います。

１点目は公務災害について、これは実態はどのようになっているのか、伺いたいと思い

ます。

それから２番目は、今ほども負担金の問題というのは御質問されていましたけれども、

負担金の将来予測に関しまして、こちらでは粗大ごみ処理施設の更新にかかわる費用等は

計上していないと。それと、清柳園炉の解体費用も計上していないということですが、そ

の上での計算というか、将来予測を立てられておりますけれども、この点については計上

していないというのは、現状としてはそのとおりだと思うんですけれども、それで大丈夫

なのかということについて今後の見通しを伺いたいと思います。

それから３番目なんですけれども、少し予算を随分見たんですけれども、よくわからな

かったので教えていただきたいんですが、クリーンポートの定期点検の回数と、それから

大体の総額を教えていただきたいと思います。
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それから、ダイオキシン類調査の関係での連続測定、定点調査ということでやっている

んですけれども、今後、連続測定ということはお考えになっていらっしゃらないのかどう

か確認をしたいんですけれども、お願いします。

それから最後に、不燃物の再利用の関係ですけれども、これまでもいろいろ御説明は

あったかと思いますけれども、今の具体的な状況と、その安全管理の面ではどのようにさ

れているのか、お尋ねしたいと思います。

○管理者（野崎重弥） 清柳園の処理の問題でございます。確かに、御指摘をいただきま

したように、先ほど総務課長が申し上げました負担金の中の平成２３年度までの部分で清

柳園の処理費用というものは計上いたしておりません。確かに、清瀬市が柳泉園組合に加

入をして清柳園を使用しなくなってもう随分長い年月がたつわけでございます。そういっ

た中で清柳園の処理をどうしていくのかということにつきましては、まだ正直申し上げま

して方向性を持っておりません。その部分につきましては今後少し考えさせていただきた

いと思っております。

また、今後、柳泉園が整備をいたさなければならない施設整備の関係の問題もございま

す。先ほど御指摘をいただきましたように、それらの基金の積み立てというものをどう考

えていくのかということになろうかと思いますけれども、それは当然、最終的な決算を見

越す中で、その段階でどういった対応がとれるのかということについては内部的にも十分

対応していかなければならないだろうと思っております。

○総務課長（大野常雄） 柳泉園組合の公務災害の関係でございますが、前年、平成１７

年度、平成１８年度を含めまして公務災害等はございません。

○技術課長（櫻井茂伸） それでは、クリーンポートの定期点検整備と、それからダイオ

キシン類の連続測定ということで、２点お答えしたいと思います。

まず、クリーンポートですが、予算書の２１ページのところの節１１の需用費ですね、

そこに下の２行目に修繕料（定期点検）と書いてございます。こちらがクリーンポートの

定期点検整備の金額でございます。２億４，９１６万円。それで、これが年３回やっており

ます。３回というのは、炉が３つあるものですから、大きく分けて一応３回やらせていた

だいています。

それから、ダイオキシン類の関係ですが、ダイオキシン類の連続測定器というのを私ど

もで調べていますところでは、今のところはそういう機械はございません。サンプリング

装置というのはあるんですが、それを一時、たしか３年ぐらい前に導入の計画をしようか
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ということでいろいろ調べたんですが、少しまだＪＩＳ等で認定されていないとか、それ

から何か分析をするのに、その当時ですけれども、アメリカまで試料を送ってとかという

話が出ていましたものですから、そのときではたしかまだ少しサンプリングだけでは値段

もかなり張ったものですから、そのときは確かにやっていないというのが状況でございま

す。

○資源推進課長（涌井敬太） 不燃物の再利用の件ですが、状況の確認につきましては廃

棄物処理法に規定がありまして、１年以上にわたって継続して委託する場合は現地へ行っ

てその確認をしなさいよという項目がございます。それに従いまして来年度、平成１９年

度、旅費を予算化しておりまして、私どもの職員が現地へ行きましてその状況を確認する

ということにしたいと思っております。

それから状況は、破砕処理した後の硬質系処理ですね、硬質系のプラスチック類をＲＰ

Ｆという形に加工していただきまして、それをさらにセメントの焼成のための原料、燃料

として燃やしまして、燃やしました後の灰、これもセメントの原料として再利用すると

いった形で再利用しております。

○２番（白石玲子） 御答弁ありがとうございました。

公務災害のことについてはわかりました。こういう施設ですから、安全をぜひとも確保

していっていただきたいと思います。

それから、負担金の将来予測の関係ですけれども、清柳園に関しましては今後また協議

をされていくんだろうと思います。

ただ、粗大ごみの処理施設の関係は、当初の予定では、大体平成２０年ごろにやはり何

らかの手を打っていかなければいけないということが随分前からも言われていましたので、

もう平成１９年ですので、一体どうするのだろうと思います。基金の積み立てもいいんで

すけれども、積み立てている間にぐあいが悪くなるということになると困りますので、そ

の点については少し見通しを立てて計画を立てていただきたいので、その点についての確

認だけさせてください。

それから、ダイオキシン類の調査の連続測定の件については、諸外国ではやっていると

ころもありますので、現状ではそういうことだということでの状況はわかりましたけれど

も、いずれにしても、課長は専門家だと思いますので、ぜひともそういった情報というの

を集めて今後に生かしていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。

それから、クリーンポートの定期点検の関係ですけれども、今ほどの御説明ですと、
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２１ページの修繕費のところの２億４，９１６万円とおっしゃいました。これまでの経過を

ずっと見ていますと、クリーンポート、結構スタートしてから割と日が浅いというか、そ

れほど年数がたっていない時期には３回、４回定期点検を毎年いたしまして、そのたびご

とにかなりの金額を計上されていたんですね。それは仕方がないのだということで、その

当時、随分質問もさせていただきましたけれども、御説明がありました。今はそれに比べ

ると大分経過が、管理がいいのかよくわかりませんけれども、少し何か変わってきたとこ

ろがありますけれども、そこのところはどうなんでしょうか。少しそこを確認させていた

だきたいと思います。

それと、不燃物のＲＰＦの関係ですけれども、これは確かに旅費を計上して見に行かな

ければいけないというのはわかるんですけれども、やはり少しそれはもう少しきちんと確

認というか、されていた方がいいのではないかと思うんですけれども、今年度に関しまし

てはそれは確認をしていらっしゃったのかどうか、その点について教えていただきたいと

思いますので、よろしくお願いします。

○助役（森田浩） 粗大ごみ処理施設の関係でございますが、以前からいろいろ検討して

きましたが、その中では平成２０年度という話も出ておりました。そういう中で、その前

提条件といたしまして、し尿処理施設の解体ということが条件になっております。そうい

う中で、いろいろ関係３市とも処理施設の搬入状況等をそういうもののデータをもとに今

後の予測等をいろいろ検討はさせていただいたんですけれども、まだなかなか完全に処理

量がゼロに、これは当然将来的にもゼロになるということはないと思いますけれども、そ

の辺の処理施設の各市での対応というのはなかなか難しいと、そういう中で今後どうする

かということもあるんですけれども、その前にもう１つ、容リ法がここで実施されまして、

粗大ごみ処理施設やあちらの施設のごみ量の減に伴って今後、各種機械がどうなっていく

のか、そのまま多少長期的にそれで耐えられるのかということも今後ある程度検討してい

かなければいけないと思うんですね。ですから、その辺を含めて今関係３市と処理施設の

関係については、し尿処理も含めて検討はしているところでございます。いずれにいたし

ましても、早い時期に一定の方向は出さなければいけないと思いますけれども、現状とし

ては今の話し合いを協議させていただいているところでございます。

それから、クリーンポートの定期点検の関係でございますが、先ほどから設備台帳シス

テムですか、今まで例えば年３回定期点検を行うと、それで、では、その内容はこれとこ

れですといった場合に、本当にその定期点検して改修しなければいけない機器なのか
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年次計画で、確かに、この機械は耐用年数が何年だから何年度にそれを交換なり修理しな

ければいけないという全体の計画はございますが、果たしてそれが本当に耐用年数がそこ

で機械がだめになってしまうのかというのは、なかなかそれはわからないわけですね。そ

れで、今まで各業者といいますか、専門機関の見積もり等をある程度参考にしまして計画

を立て、それで改修なり点検をしてきたと。ですから、その辺が、業者なりその専門機関

のそういう計画なり、数値が本当に適正なのかということをきちんと組合側もそれは説明

責任としてそれを把握しておかなければいけないということで、今回のこのシステムの導

入のきっかけにもなったという１つの要因もございます。ですから、議会等で御質問され

ても、本当にこの機械が改修が必要なのかというのはなかなか説明できないものですから、

今度そのシステムを導入した際には、きちんとこういう理由でこういう耐用年数で償却期

間がこれでというところは、いろいろそういうものも含めた中で組合も議会に御提示させ

ていただいて、いろいろ議論していただける状況になるんではないかとは思っております。

○技術課長（櫻井茂伸） それでは、クリーンポートの経過ということで、柳泉園組合の

クリーンポートをつくったとき、特記仕様書がございまして、その中では一応３年間メー

カーの瑕疵というのがありまして、それで、住友重機械工業、メーカーがそういう形で

オーバーホールをやっていたんですが、それ以降、私どもでも、要するにこれは本当に

メーカーに全部出す必要があるのかという部分について、現状は電気計装、クレーン、そ

れから汚水処理というものは、そこから抜き出して入札を行っているものもございます。

そういう形で、今までというか、４年ぐらいは要するにメーカーに一括発注みたいな形、

それは瑕疵もあったんですけれども、そういう形だったんですね。それを私どもで把握で

きる範囲で設備ごとに分けて入札できるものは入札をしているというのが現状で、値段的

には少し下がっているというか、並行というか、そういう形になってきているんだと思い

ます。

○資源推進課長（涌井敬太） 不燃物の再利用の確認の件ですが、平成１８年度も旅費を

ちゃんととって現地へ行って確認しております。

○２番（白石玲子） 御答弁ありがとうございます。

クリーンポートの件に関しましては、私も４年間、柳泉園議員をやらせていただいたん

ですけれども、当初に比べると随分状況が変わってきたと思っていますし、それは組合の

方の御努力があったかと思っています。やはり機械というのは、状況がいろいろな条件に

よって傷み方も変わってくると思いますから、一律に考えることはできないと思っていま
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すけれども、今後ともどうぞよろしくお願いしたいと思います。

それから、不燃物の再利用の関係ですけれども、少し安全管理ということについては、

手元にないだけに具体的に相手方でどのような形でやはりそういったデータはとられてい

るのかどうかわからないので、それだけ最後お答えいただいて、それで私の質問を終わり

ます。

○資源推進課長（涌井敬太） きちんと処理されていると私ども聞いておりまして、行っ

た際にそういうデータもいただいておりますので、今手元にないものですから、間違いな

く燃料として使用したものをさらにセメントとして再利用するといった形ですので、いわ

ゆる広域処分組合でやっているエコセメントと基本的には大きな違いはないと御理解いた

だければありがたいんですが。

○議長（相馬和弘） ほかに質疑ございませんか。

○８番（小野幸子） これまで、去年まであったかなと思ったんですけれども、南側の雑

木林でしたっけ、ＥＭ菌でダイオキシン類のそういう調査というか、ダイオキシン類をな

くすためにやっていましたですね。ことし載っていないように思っているんですけれども、

あれは去年までで、ことしはもうやらないのかどうかということが１つ。

それから、先ほども質問いたしましたけれども、ごみ処理の歳入のところで７，０００万

円が多くなっているわけですね、手数料として。これは先ほどの説明のように人口増によ

る処理量が多くなったということだけなのですか。

ということと、もう１つは、今も質問ありましたけれども、不燃物の再利用の件です。

私もこの件ではやはり安全性の問題ということは最初から申し上げておりましたけれども、

やはり最後までその行き先をちゃんと確認して調査していくということが必要だと思って

おります。去年度はその調査に行ったとおっしゃっておりましたけれども、やはりその辺

の扱い方といいますか、その辺をやはりきちんとするべきだと思っております。

私などはやはり、ＲＤＦではなくてＲＰＦなんですね、結局は燃料とする、燃料にした

ものを再利用してセメントとか何かにやっていくということでは、まだまだその辺の最終

的な製品の安全性というものはどうなのかなということは疑問がありますけれども、その

辺はどんなふうにお考えでしょうか。お願いします。

○施設管理課長（蛭田義一） ＥＭ菌の実験でございますが、現在は、ＥＭ菌、これは清

瀬ＥＭ研究会によるもので分解試験を行っております。この試験につきましては平成１７

年５月より西側林の南側の１カ所で行っていたわけなんですけれども、この平成１８年度
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からはその箇所と、あともう１つ南側林の北側ですね、ちょうどテニス側になりますけれ

ども、その１カ所を加えて、引き続き分解試験を行っているところでございます。

○技術課長（櫻井茂伸） 手数料の件でございますが、１０月に料金改定させていただき

ました。その部分と、先ほど申し上げました０．９％、その量が加算されております。

○資源推進課長（涌井敬太） 不燃物再利用の安全確認の件ですが、今後も引き続ききち

んと調査していきたいと思います。よろしくお願いいたします。

○８番（小野幸子） そうしますと、ＥＭ菌はことしもまたやっていくわけです。どこか

予算は入っているんですか。

○施設管理課長（蛭田義一） まだ実証の段階でございますので、この清瀬ＥＭ研究会で

行っております。測定は、私の方の土壌測定のときに同時にはからせて結果を見させてい

ただいているという状況でございます。

○議長（相馬和弘） ほかに質疑ございますか。

○４番（板垣洋子） すいません、窓口質問のようになってしまうかと思うんですけれど

も、どうぞよろしくお願いいたします。

１０ページの雑入のふえている額のところは、先ほどのさまざまな単価が上がったとい

うことでトータルで上がったと、プラスになっていると理解すればよろしいのかというの

が１点です。

それから、１５ページになりまして、報償費のところで講師謝金というのがあるんです

けれども、具体的に内容を教えていただきたい。

それから、その下の１３の委託料のところにホームページ変更作成委託とありますけれ

ども、現在のホームページを見せていただきましたけれども、これが更新ではなく変更と

いうことになるのでしょうか。ここに出席するに当たって見せていただいたんですけれど

も、ページによっては随分更新の日程が差があるというか、もう少し更新を早くしてほし

いというページもございましたので、お聞きします。

それから、１７ページで委託料のところの夜間機械警備委託というのはわかるんですけ

れども、夜間巡回というのはどのようなことをされているのか、教えてください。

それから、１９ページで負担金で田無浴場組合負担金、これも田無だけになっていると

いうのが少しわからなくて、教えてください。

どこで質問していいのかわからないのが１点、午前中も出ていました小金井市のことに

ついては、今回の予算の中に反映できないというのも理解できたんですけれども、これか
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らかかわる費用についてはどのように理解すればよろしいんでしょうか。例えば、もし何

か受け入れている期間に施設など故障が起こった場合の具体的な経費のことについては、

どのように小金井市も含めて負担していくのかとか、日々のかかわる処理についてのこと

も含めて、私はどの場でどのように確認できるかなと思っていますので、教えてください。

○総務課長（大野常雄） たしかお話の中では収入の分ですね、この分が単純にふえてい

るということでよろしいのでしょうかということでお話だったと思うんですけれども、こ

れはあくまでも１つの参考例でございますけれども、実際に平成１８年度の一定の金額の

差というものを御参考で申し上げますと、私どもで資源物の売り払いについては、四半期

ごとにそれぞれ業者と入札で契約をしております。

１つの例で申し上げますと、例えばリサイクルのアルミ缶のプレスしたものですね、こ

れは平成１８年度ではトン当たり１１万９，０００円ということで当初は計上しておりまし

た。これが例えば昨年４月に入って、２０万２，５００円、それから７月のときには１９万

５，６００円、１０月には１８万８，１００円、それから１月には２０万６，１００円というこ

とで軒並みこういったものの値段が上がってきております。平成１９年度の中ではこう

いったものを参考にして予算に計上させていただいているところでございます。

それからあと、ごみ処理の手数料の関係でございますけれども、こちらは先ほど説明い

たしましたように、まず平成１８年の１０月から引き上げとなっておりますごみ処理手数

料のアップ、それと、ごみがふえているということで、そういった両方の要因がごみ処理

手数料にはね返ってきていると理解をしているところでございます。

○施設管理課長（蛭田義一） 夜間巡回警備委託でございます。業務の内容は、敷地内に

おける不審者、不法行為、火災等の異常状態の発生を防止するためと、あとは、意図的に

中に入られる方、侵入される方とかを警備するものでございます。巡回といたしましては

柳泉園の園内、またはその道路、または敷地内の境界に近いところでございますが、午後

１０時と午前２時、午前６時の巡回をしています。あと、正門の管理、開放、緑地公園の

施錠確認、または施錠すること等をしております。

それから、田無浴場組合につきましては、平成１４年より当組合の浴場が設置され、そ

のときに私どもの浴場に対して組合として加わるということで、組合の特別会員として３

万６，０００円ですか、その負担をさせていただいております。

○総務課長（大野常雄） まず、ホームページの書きかえについては、これは職員をして、

軽微なものについては私どもでやっておりますので、再度こちらについては要請をしてい
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きたいと考えているところでございます。指導してまいります。

それから、先ほどの報償費の講師の謝金でございますけれども、さきに少し申し上げま

したように、私どもでは平成１９年度中に東京都の表に移行していきたいというのが基本

的な考え方でございます。ただ、この中でそれぞれの職員に対する人事の評価ですが、こ

れは柳泉園で１つの考え方でお示しするのも１つの方法なんですけれども、やはりこれは

きちんとどういう形でその人物そのものを評価するかということを、私どもも含めて全職

員きちんと講習して、一定のルールの中で人事研修を行っていくということを職員の方に

わかっていただこうということで、専門の方を呼んでこの研修を行うということでござい

ます。

○管理者（野崎重弥） 小金井市のごみの関係でございます。受け入れをしていくという

ことはもう決定させていただいたわけでございますけれども、処理単価をどうするのかと

いうことがまだ残っております。それは各市がどういった対応をするのかということも見

定めていかなければならないと思っておりますけれども、基本的に私は、施設の減価償却

費等も含めた中で処理単価を決定していくべきだと思っております。今後どういった処理

単価に決めていくのかということにつきましては、内部的に十分詰めていきたいと思って

おりますし、内部的に詰まった段階で、管理者、副管理者で最終的な決定をさせていただ

きたいと思っております。

○施設管理課長（蛭田義一） 大変申しわけありません。答弁漏れいたしました。田無浴

場組合組織は、旧の田無市、保谷市、あと清瀬市、要するに西東京市と清瀬市が加わって

いる組合を田無浴場組合という。

〔「東久留米市が抜けているんではない」と呼ぶ者あり〕

○施設管理課長（蛭田義一） 大変申しわけありません。東久留米市が漏れました。東久

留米市も加入しております。ちょうど柳泉園を構成している団体と同じでございます。

○議長（相馬和弘） 再質問はありますか。

○４番（板垣洋子） 田無浴場組合の負担金というのは３６万円です。

それから、すいません、聞き漏らしたかもしれないんですけれども、ホームページにつ

いてはお答えがあったでしょうか。ごめんなさい。もう一度お願いします。

○総務課長（大野常雄） ホームページにつきましては、大幅な変更についてはこういっ

た専門の方に作成委託をお願いしていくというのが今回の考え方でございます。

それとあと、私どものホームページの中で時間的にずれている部分があるのではないか
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ということですけれども、これは先ほど申し上げましたとおり、職員をしてきちんと対応

するように指導していきたいと考えているところでございます。

○施設管理課長（蛭田義一） 大変申しわけございませんでした。私の言い間違いでござ

います。月３万円の１年で３６万円でございます。大変失礼いたしました。

○議長（相馬和弘） ほかに質疑ございませんか。

○７番（西畑春政） ３点よろしくお願いいたします。

１つは、東久留米市の所有地の購入の件ですけれども、平成９年に交換を行って、残り

の今回購入する土地の部分を賃貸契約を行っていたということでございます。ちなみに、

この１０年ぐらいの賃貸料は幾らだったのか、教えていただきたいと思います。

続きましては、ＰＣＢの処理でございますけれども、これ、現在ずっと保管されてきた

ということでございますけれども、この保管状況がどうであったかということと、それと、

来年度、委託をされるということで、それも国が定めた云々で行いますけれども、そうい

う会社に委託されるということは、これは毎年、委託金が出ていくということだと思いま

すけれども、その辺もう少し詳しくお聞きしたいと思います。

それと、施政方針にも載ってございましたように、焼却運転の委託化という言葉がござ

いました。説明の中には、この委託化のために管理台帳システムをやらなければいけない

ような話もちらっと出ていたと思うんですけれども、この焼却運転の委託化の見通しをど

のように考えておられるか。

この３点をお聞きいたします。

○助役（森田浩） １点目の東久留米市の土地購入の件で、今までの賃借料は無料でござ

います。

それから、これの経過でございますが、昨年、議会の中でも議論していただきましたけ

れども、東村山市とここで交換してございます。それで、今回のこの東久留米市の土地に

つきましても、どうにかこういうふうな形で支出しないで東久留米市の土地と交換できな

いかということで、いろいろ市の方と協議させていただきました。それで、実際この浴場

施設の外側の道路、外周道路のところの角地が非常に交通が危ないものですから、あそこ

を少し柳泉園が提供して東久留米市の道路と交換できないかということもしたんですけれ

ども、なかなかいっぱいに建物が建っているものですから、非常に擁壁の関係で難しいと

いうことで断念した。断念というか、今も継続しておりますけれども、なかなか難しいと

いうことで、どうしてもやむを得ず、このような形で土地購入費を計上させていただいた
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という経過がございます。

それから、少し順不同で大変申しわけございませんが、最後の運転の委託の関係でござ

いますが、これにつきましては、柳泉園の業務そのものが過去委託化に向かって、現在

残っているのが運転業務ということになってございます。それで、それにつきましては、

当然これは委託化ということになりますと勤務条件が変わるものですから、関係機関、組

合とも調整が当然必要になってきます。それで、内々では少し今協議はさせていただいて

おりますが、正式にこのような形で今後何年までにこういうふうな委託をしたいというこ

とはまだ内部的には方向が出ておりません。平成１９年度中に組合とまず基本的な考え方

についていろいろ内部的にまとめた中で、平成１９年度中に一定の方向づけを出していき

たいとは考えております。

○技術課長（櫻井茂伸） それでは、ＰＣＢについてお答えいたします。

ＰＣＢですが、昭和４７年当時にＰＣＢが使用禁止、もちろん製造禁止にもなったんで

すけれども、それより約３０年間保管という形になっておりましたが、平成１３年６月に

ＰＣＢ廃棄物処理特別措置法という形ができまして、それで、環境事業団、日本環境安全

事業株式会社、これは半分国で運営している会社のようですけれども、こちらが平成１６

年４月にできまして、実際には平成１７年から処理をしているという状況になっておりま

す。

私どももですが、当然、昔、古い施設がございまして、タクマ炉とか、あと、焼却炉、

３世代前なんですけれども、それから、し尿処理場がございました。そこにコンデンサと

呼ばれるものがありまして、約８台ほどＰＣＢを含んだものがございます。それは、今少

しお話に出ましたＰＣＢの特別措置で、実はこの地下にあるんですけれども、そういう場

所をつくって、なおかつＰＣＢの保管庫という掲示板をかけて厳重にかぎをかけて保管し

ております。

金額ですが、これ実は非常に比重が重たいものでして、大きさ的には３０センチとか

４０センチとか７０センチぐらいのがあるんですが、これすべて重さで値段が決まってお

りまして、それで、その値段とそれプラス運送費という形になっております。

これが法律上は平成２８年までに全部処理を終わりなさいという形になっております。

予算はこれで８個分ですか、すべて出してしまえばもうその後はありません。

○議長（相馬和弘） ほかに質疑ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（相馬和弘） ないようですので、以上をもって議案第６号、平成１９年度柳泉園

組合経費の負担金について及び議案第７号、平成１９年度柳泉園組合一般会計予算の質疑

を終結いたします。

ここで少し一たん休憩いたします。

午後 ３時１０分 休憩

午後 ３時１０分 再開

○議長（相馬和弘） それでは、休憩を閉じて会議を再開いたします。

これより議案第６号、平成１９年度柳泉園組合経費の負担金について討論をお受けいた

します。

討論がある場合、まず原案に反対の方の討論をお受けいたします。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（相馬和弘） 討論なしと認めます。

以上をもって討論を終結いたします。

これより議案第６号、平成１９年度柳泉園組合経費の負担金について採決をいたします。

原案賛成者の挙手を求めます。

〔賛成者挙手〕

○議長（相馬和弘） 挙手全員であります。よって、議案第６号、平成１９年度柳泉園組

合経費の負担金については原案のとおり可決されました。

これより議案第７号、平成１９年度柳泉園組合一般会計予算の討論をお受けいたします。

討論がある場合、まず原案に反対の方の討論をお受けいたします。

○８番（小野幸子） この予算には反対させていただきます。

私は、ごみ問題というのは毎日の生活にかかわっているだけに本当にいろんな問題が出

てくるなというのを感じました。また、新たにこういう小金井市の問題なんかも出てきま

すし、本当にここ、ごみ問題にかかわってそういうのを日々感じております。やはりそう

いう意味でも、ごみ問題というのはみんなが一緒に真剣に考えていかなければいけないん

だなということも改めて感じております。

やはり一番私にとって問題なのは、ごみ問題、いわゆる環境問題と私は思っております

けれども、本当に環境負荷をなくす、いい環境を子供たちの未来につなげていく、引き継

いでいくということでは、やはり私たちの責任が大きいと思って、日々感じております。
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そんなことで言いますと、この中間処理場の柳泉園組合の仕事というのも本当に大変な

もので、やはり中間処理場としてのいろんな制約、限界もあるかもしれませんけれども、

本当によくやっていただいているなというのは感じてまいりました。そして、この予算案

なんか見ましても、私、ここ４年かかわっておりますけれども、随分改善されてきている

なと思っております。そういう意味では、本当に職員の人たちにの御努力もよくわかりま

す。

ただ、私、今回もまた反対させていただくのは、やはりごみというのはなるべく燃さな

いでいきたいと思います。ですから、減量を本当に徹底して、最終処分場の問題もありま

す。そういうこともあるし、環境問題もありますので、本当にごみ減量を徹底してやって

いくということは大事なことだと思います。そういう意味でも努力していることはわかり

ますが、不燃物の再利用の件でいえば、確かに容リ法が実施されて随分少なくなっていま

す。私ども去年でしたか、羽村の方に見に行きましたけれども、やはり硬質のプラスチッ

ク類も燃さないで、再利用、再製品、プラからプラへという方向でやっていっているとい

うこともわかりました。私は、やはりなるべく燃さないで、そういう再利用の方向で再製

品化の方向で持っていくというのが本当に理想だと思っているんですね。ですから、そう

いうことでも安全性の問題、それから環境負荷の問題なんかも見ますと、やはり本当にこ

れが現段階でまだまだ安全だとは言い切れないだろうと思っております。

そんなことから、今回もその点に関してありますし、反対をさせていただきたいと思っ

ております。

○議長（相馬和弘） 次に、原案に賛成の方の討論をお受けいたします。

○２番（白石玲子） 環境の問題というのは、今ほどの議員から御指摘もございました。

私は、現実的な問題として柳泉園組合でごみ処理をしているということについては、それ

はそれで一定やはり現段階の中では最大限の努力をされているとは思っています。今ほど

の議論の中でも、やはり予算の面に関しましても、ほかの面に関しましても、それぞれの

お立場で努力を重ねられて随分改善されてきていると評価をしています。

ただ、やはり不燃物の再利用の問題に関しまして、そしてまた、エコセメントの問題に

関しましては、私はやはりかなり長期的なところで経過を見ていかなければわからないと

思うので、その点についてはすべてがいいとは必ずしも言い切れないところはあるんです

けれども、それはそれでやはり今後の研究なり経過というものをきちんと見ていくという

ことが必要かと思っていますし、また、実際にごみの問題をどう処理していくのかという
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のは、ベストというのはなかなか難しいかなとは思っていますけれども、私たちがやはり

生きているときにそれぞれごみを出して、それを処理していくときに最大限の努力をとも

にしていくことが必要だと思っています。

そういう意味で、環境の問題については今後の柳泉園側の御努力をお願いしたいという

ことと、ともにそういう問題について私たち自身にも市民としての責任があるということ

も確認した上で賛成をしていきたいと思います。

○議長（相馬和弘） 次に、反対討論をお受けいたします。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（相馬和弘） 賛成討論の方、ほかにございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（相馬和弘） それでは、以上をもって討論を終結いたします。

これより議案第７号、平成１９年度柳泉園組合一般会計予算を採決いたします。

原案賛成者の挙手を求めます。

〔賛成者挙手〕

○議長（相馬和弘） 挙手多数であります。よって、議案第７号、平成１９年度柳泉園組

合一般会計予算は原案のとおり可決されました。

以上をもって本日の日程はすべて終了いたしました。

○議長（相馬和弘） ここで、地方自治法の改正により柳泉園組合規約が改正され、平成

１９年４月１日から施行されることに伴い、石津収入役が３月３１日をもって柳泉園組合

収入役を辞職されることになり、今議会が最後の議会となりますので、一言ごあいさつを

お願いいたしたいと思います。

○収入役（石津省次） 議長より発言のお時間をいただきましてありがとうございます。

今、議長からお話ありましたように、３月末日をもちまして収入役の職を辞することに

なりました。平成１５年９月の就任以来、今日まで皆様方に御指導、御協力をいただきま

して厚く御礼申し上げます。本当にありがとうございました。

○議長（相馬和弘） 石津収入役、どうも御苦労さまでございました。ありがとうござい

ました。

これにて平成１９年第１回柳泉園組合議会定例会を閉会といたします。

午後 ３時１８分 閉会
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